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発　行　所

宮城県小牛田農林高等学校内

宮城県学校農業クラブ連盟

「
激
変
す
る
時
代
の
中
で
」

　
　
宮
城
県
連
盟
成
人
代
表

　宮
城
県
小
牛
田
農
林
高
等
学
校

校

　長

　長

　内

　志

　郎

す
。
今
年
度
の
輝
か
し
い
成
果
、
ま
た

そ
れ
以
上
の
成
果
を
得
ら
れ
る
よ
う
に

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
私
自
身
、
宮
城
県
連
盟
の
農
業
ク
ラ

ブ
の
活
性
化
を
如
何
に
図
る
べ
き
か
、

色
々
と
検
討
し
て
き
ま
し
た
。
代
議
員

会
で
は
、
各
校
の
代
表
者
の
皆
さ
ん
と

さ
ま
ざ
ま
協
議
し
、
同
一
の
農
産
物
を

持
ち
寄
り
、
地
域
の
違
い
で
の
生
育
の

違
い
や
各
校
の
栽
培
方
法
の
違
い
を
学

ぶ
た
め
の
機
会
、「
農
産
物
生
育
状
況

報
告
会
」
を
初
め
て
実
施
し
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
、
開
催
の
時
期
に
は
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
が
蔓
延
し
て
お
り
、
持
ち

寄
っ
た
農
産
物
を
試
食
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
各
校
の
栽
培
の

様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
他
校
の
学

習
風
景
に
少
し
で
も
触
れ
る
こ
と
が
で

き
、
宮
城
県
内
の
団
結
間
が
高
ま
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　
結
び
に
、
県
連
会
長
と
い
う
大
役
を

終
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
成
人
代
表

長
内
志
郎
先
生
、
事
務
局
長
浅
野
武
巳

先
生
を
は
じ
め
と
す
る
顧
問
の
先
生
方
、

代
議
員
の
皆
さ
ん
、
ク
ラ
ブ
員
の
皆
さ

ん
の
ご
指
導
、
ご
協
力
の
お
か
げ
で
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
皆
様
へ
の
感
謝
の
意
を
表
す

る
と
と
も
に
宮
城
県
学
校
農
業
ク
ラ
ブ

連
盟
の
更
な
る
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

　

　
今
年
度
、
宮
城
県
学
校
農
業
ク
ラ
ブ

の
各
種
競
技
会
等
に
あ
た
り
、
御
尽
力

い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
団
体
の
皆
様
、

審
査
員
の
皆
様
、
運
営
担
当
校
の
先
生

方
、
ク
ラ
ブ
員
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
選
手
の
皆
さ
ん
が
互
い
の
技

術
を
競
い
、
自
ら
の
考
え
や
研
究
成
果

を
堂
々
と
発
表
す
る
姿
を
拝
見
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
農
業
の
魅
力
や
大
切
さ
を

再
発
見
す
る
と
と
も
に
、
農
業
を
学
ぶ

皆
さ
ん
の
逞
し
さ
、
頼
も
し
さ
を
感
じ

ま
し
た
。
選
手
の
皆
さ
ん
の
こ
れ
ま
で

の
努
力
を
讃
え
る
と
と
も
に
、
未
来
に

向
け
た
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る

こ
と
を
切
に
望
ん
で
い
ま
す
。

　
七
月
の
意
見
発
表
会
、
家
畜
審
査
競

技
会
乳
用
牛
の
部
、
八
月
の
農
業
情
報

処
理
競
技
会
、
九
月
の
家
畜
審
査
競
技

乳
用
牛
の
部
、
十
二
月
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
発
表
会
と
、
滞
り
な
く
競
技
会
を
終

え
ら
れ
た
こ
と
は
喜
ば
し
い
限
り
で
す
。

特
に
平
板
測
量
競
技
に
お
い
て
は
、
六

月
に
実
施
予
定
の
大
会
が
悪
天
候
に
よ

り
延
期
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

宮
城
県
測
量
設
計
業
協
会
の
皆
様
の
お

力
添
え
に
よ
り
、
八
月
に
日
を
改
め
て

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
重
ね

重
ね
、
運
営
に
御
尽
力
い
た
だ
い
た
担

当
校
、
審
査
員
、
関
係
者
、
参
加
さ
れ

た
選
手
の
皆
様
に
改
め
て
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
さ
て
、
十
月
二
十
二
・
二
十
三
日
に

西
関
東
大
会
と
し
て
行
わ
れ
た
第
七
十

六
回
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
全
国
大
会

で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
会
Ⅰ
類
で

宮
城
県
農
業
高
等
学
校
の
「
水
稲
深
層

元
肥
〜
装
置
開
発
と
新
施
肥
法
〜
」
が

分
野
で
は
四
年
連
続
の
最
優
秀
賞
、Ⅲ

類
で
「
桜
色
の
未
来
」
が
最
優
秀
賞
を

獲
得
し
ま
し
た
。
意
見
発
表
会
に
お
い

て
は
、
宮
城
県
農
業
高
等
学
校
が
、Ⅰ

類
で
「
末
広
が
り
仙
台
牛
〜
良
質
稲
藁

で
拓
く
未
来
の
ブ
ラ
ン
ド
牛
〜
」、Ⅱ
類

で
「
真
実
の
環
境
」
の
題
で
最
優
秀
賞

を
獲
得
、
今
年
度
も
全
国
的
に
注
目
さ

れ
る
輝
か
し
い
結
果
を
残
し
ま
し
た
。

ま
た
農
業
鑑
定
競
技
会
野
菜
の
部
で
は

宮
城
県
農
業
高
等
学
校
、
畜
産
の
部
で

は
小
牛
田
農
林
高
等
学
校
が
優
秀
賞
を

そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
ま
し
た
。

　
受
賞
さ
れ
た
ク
ラ
ブ
員
の
皆
様
、
指

導
を
い
た
だ
い
た
先
生
方
、
支
え
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
関
係
者
の
皆
様
に
あ
ら

た
め
て
感
謝
し
た
し
ま
す
。

　
今
年
度
も
昨
年
同
様
猛
暑
と
な
り
、

農
業
の
難
し
さ
、
そ
し
て
尊
さ
を
感
じ

る
一
年
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
米
の

流
通
に
お
い
て
は
備
蓄
米
の
放
出
、
価

格
高
騰
な
ど
目
ま
ぐ
る
し
い
動
き
が
あ

り
、「
古
古
古
米
」
が
ニ
ュ
ー
ス
で
話

題
に
な
る
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
食
糧
生

産
へ
の
不
安
を
感
じ
る
よ
う
な
課
題
が

浮
き
彫
り
に
な
っ
た
よ
う
な
感
じ
が
し

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
目
ま
ぐ
る
し
く

時
代
が
変
化
す
る
中
で
も
、
私
た
ち
の

命
の
支
え
、
多
面
的
な
機
能
を
持
つ
農

業
の
大
切
さ
は
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ク
ラ
ブ
員
の
皆
さ
ん
が
日
頃
取

り
組
ん
で
い
る
専
門
教
科
の
授
業
や
実

習
、
単
純
な
作
業
に
も
一
つ
ひ
と
つ
意

味
が
あ
る
こ
と
を
再
認
識
す
る
と
と
も

に
、
課
題
研
究
の
取
り
組
み
の
中
で
感

じ
た
「
疑
問
」
や
「
気
づ
き
」
と
い
っ

た
小
さ
な
課
題
を
出
発
点
に
、
経
験
を

通
し
て
学
ん
で
い
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学

習
の
原
点
を
常
に
意
識
し
な
が
ら
、
各

種
競
技
会
で
結
果
を
残
す
こ
と
だ
け
で

は
な
く
、
自
分
自
身
の
知
識
、
技
術
の

向
上
、
そ
し
て
人
間
と
し
て
の
成
長
へ

と
つ
な
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
こ
れ
か
ら
も
県
内
各
単
位
ク
ラ
ブ
で

連
携
を
と
り
、
お
互
い
切
磋
琢
磨
し
な

が
ら
活
動
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の

方
々
や
指
導
し
て
下
さ
る
先
生
方
、
そ

し
て
何
よ
り
お
互
い
協
力
し
合
う
こ
と

の
で
き
る
ク
ラ
ブ
員
の
仲
間
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
一
致
団
結
し
て

農
業
ク
ラ
ブ
の
魅
力
向
上
と
、
さ
ら
な

る
発
展
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ク
ラ
ブ
員
の
皆
様
の
こ
れ
か
ら
の
活
躍

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

令和７年度 宮城県学校農業クラブ連盟会計収支中間報告書 令和７年度 宮城県学校農業クラブ連盟　会務・事業報告

事務局　宮城県小牛田農林高等学校 

自　令和 7 年 4 月 1 日　　収入総額　3,319,629円

至　令和 8 年 1 月 6 日　　支出総額　1,763,873円

　　　　　　　　　　　　差引残高　1,555,756円

（1）関連事業　県連盟

（2）関連事業　東北連盟

科　　　目

繰 越 金

会  費

F F J バ ッ チ 代

農業教育研究会より

雑 収 入

合 　 　 　 計

備品・消耗品費

通 信 費

雑 　 費

県大会補助費

東北大会補助費

東北夏期研修会補助費

機関誌発行費

研 修 会 費

表 彰 費

報 償 費

全国連会員割

全国連学校割

機関誌購読料

全国大会生徒負担金

東北連会員割

東北連県連割

東北大会負担金

1,327,345

1,977,840

21,560

10,000

621

3,337,366

本年度予算額

1,327,345

1,970,240

0

20,800

1,244

3,319,629

収入済額

0

△ 7,600

△ 21,560

10,800

623

△ 17,737

(2/16実施)

農業クラブ部会へ

利子

差　額

115,000

45,000

45,000

25,000

15,000

85,000

445,000

70,000

0

0

150,000

60,000

140,000

25,000

1,649,040

609,520

37,000

678,720

0

80,200

3,000

240,600

0

21,560

1,006,766

3,337,366

20,273

5,763

8,570

5,940

1,095

36,130

64,735

31,595

0

0

0

0

14,340

18,800

1,641,640

609,140

37,000

678,300

0

79,300

3,000

234,900

0

0

0

1,763,873

94,727

39,237

36,430

19,060

13,905

48,870

380,265

38,405

0

0

150,000

60,000

125,660

6,200

7,400

380

0

420

0

900

0

5,700

0

21,560

1,006,766

1,573,493

ラベルシール等

郵送料、宅配料

振込手数料等

顧問会議

東北代議員会旅費、秋季代議員会旅費

意見発表会、プロジェクト発表会

今年度は山形県開催の為予算を設けない

今年度は山形県開催の為予算を設けない

（３月に支出予定）

各種賞状、単ク会長役員表彰

外部審査員

@380*1604名

@3000*8校@4000*2校@5000*1校

@420*1604名+学校保管用 計420*17

@1000*1628名

@50*1604名

1県3,000円

@60×1628名

（２月に支出予定）

摘　　　要

（1）収入の部

令和７年度宮城県学校農業クラブ連盟役員

第１回代議員会

第２回代議員会

意見発表会

家畜審査競技会(肉用牛)

農業情報処理競技会

平板測量競技会

家畜審査競技会(乳用牛)

第３回代議員会

事前審査会

プロジェクト発表会

リーダー研修会

指導者研究協議会

第４回代議員会

ＦＦＪ検定上級位審査会

機関誌発行

事務引き継ぎ

小牛田農林（小牛田農林）

小牛田農林（小牛田農林）

大河原産業、石巻北

(大河原町中央公民館)

登米総合産業、南郷

(みやぎ総合家畜市場)

亘理、伊具(亘理)

加美農業(加美農業)

南郷、登米総合産業

(みやぎ総合家畜市場)

小牛田農林（小牛田農林）

農業高校

(農業高校)

小牛田農林、迫桜、本吉響

（小牛田農林）

小牛田農林（小牛田農林）

小牛田農林（小牛田農林）

小牛田農林（小牛田農林）

小牛田農林（小牛田農林）

小牛田農林（小牛田農林）

令和６年度会務・事業報告、決算報告、監査報告

令和７年度会務・事業計画(案)、会計予算(案)、

県大会、東北連夏期研修会

東北連代議員会・全国連春季代議員会報告、

県連各種大会等

Ⅰ類　農業生産・農業経営　最優秀：農業

Ⅱ類　国土保全・環境創造　最優秀：農業

Ⅲ類　資源活用・地域振興　最優秀：小牛田農林

(東北連盟大会出場枠各分野１代表)

肉用牛の部　(令和８年度東北大会選考会・開催未定)

和牛担い手研修会同時開催　団体最優秀：伊具

　　　　　　　　　　　　　個人最優秀：伊具

最優秀：小牛田農林

(全国連盟・東北連盟での競技会開催無し)

最優秀：農業高校

(全国連盟・東北連盟での競技会開催無し)

乳用牛の部　(令和８年度東北大会選考会・開催未定)

団体最優秀：登米総合産業

個人最優秀：登米総合産業

東北連代議員会・全国連秋季代議員会報告、

春季代議員会提出議題、クラブ員代表者会議テーマ

Ⅰ類　農業生産・農業経営　最優秀：農業

Ⅱ類　国土保全・環境創造　最優秀：農業

Ⅲ類　資源活用・地域振興　最優秀：農業

　(次年度東北連盟大会出場枠各分野1代表)

各校の取り組み紹介

事例研究、研究協議

令和７度会務・事業中間報告、

会計決算中間報告、会計監査 等

審査

ＦＦＭ ６３号

備品、書類、印鑑

月日 名　　　　称 運営校（会場） 内　　　　　　　　　容

（単位：円）

（単位：円）

事 務 費

会 議 費

旅 　 費

事 業 費

負 担 金

指導者養成講座補助

F F J バ ッ チ 代

予 備 費

合 　 　 　 計

内  

訳

内
　
　
　
　
訳

内
　
　
　
　
　
訳

科　　　目 本年度予算額 支出済額 差　額 摘　　　要

R7.　　　

4.15(火)

5.29(木)

7.15(火)

7.31(木)

8.4(月)

8.28(木)

9.24(水)

11.11(火)

12.11(木)

R８.

1.20(火)

2.16(月)

2.27(金)

3.31(火)

役職　　氏名　　　　所属

幹 事　渡邊　重皓（小牛田農林高校）

　〃　　石田　大輝（　　　〃　　　）

　〃　　菅原　　蓮（　　　〃　　　）

　〃　　髙橋　千夏（　　　〃　　　）

　〃　　髙橋　　桜（　　　〃　　　）

　〃　　佐々木 遥杜（　　　〃　　　）

　〃　　車塚　颯太（　　　〃　　　）

　〃　　氏家　陽菜（　　　〃　　　）

　〃　　大友　心咲（　　　〃　　　）

　〃　　米谷　柚葵（　　　〃　　　）

R7.5.21(水)

7.23(水)～25(金)

8.21(木)、22(金)

11.6(木)

第１回代議員会

夏期研修会

第７６回東北連盟大会

第２回代議員会

第３回代議員会

山形県立置賜農業高校

山形県大鳥自然の家

山形テルサ

山形県立置賜農業高校

（3）関連事業　全国連盟
月　　　　日 会　務　・　事　業　名 場　　　　　　　　　所

月　　　　日 会　務　・　事　業　名 場　　　　　　　　　所

R7.5.15(木)、16(金)

10.22(水)、23(木)

春季代議員会

全国大会西関東大会・秋季代議員会

オリンピックセンター

山梨県、東京都、神奈川県

（2）支出の部

県会員割@200*１６０４名、県学校割@1000*11校

全国会員割@380*１６０４名、機関誌@420*１６０４名

全国学校割@3000*８校@4000*1校@5000*1校

東北会員割@５0*１６０４名

東北大会負担金@１５０*１６０４名

⑴　第　63　号 令和８年３月１日 第　63　号　⑻令和８年３月１日

　
初
め
に
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
も
と

宮
城
県
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
連
盟
機
関
誌

「
Ｆ
Ｆ
Ｍ
」
を
発
刊
で
き
ま
し
た
こ
と

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、「
宮

城
の
大
地
か
ら
咲
か
せ
よ
う
！
農
ク
の

笑
顔
の
花
を
！
」
を
は
じ
め
と
す
る
三

つ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
令
和
七
年
度

の
活
動
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
県
連
会
長
と
し
て
の
一
年
間
を
振
り

返
っ
て
み
る
と
、
出
会
い
や
学
び
が
多

く
楽
し
い
充
実
し
た
一
年
で
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
私
自
身
は
、
会
長
と
し
て

各
種
競
技
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

多
く
の
学
び
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
日
連
や
東
北
連
の
代
議

員
会
、
大
会
に
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
他
県
の
ク
ラ
ブ
員
と
も
交
流
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
七
月
に
山
形
県
大
鳥
自
然
の
家
で
行

わ
れ
た
東
北
夏
期
研
修
会
で
は
カ
ヌ
ー

体
験
な
ど
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
で
東
北

の
仲
間
と
和
気
藹
々
と
楽
し
む
中
で
、

親
し
く
な
り
、
各
分
科
会
に
分
か
れ
て

の
話
し
合
い
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。Ｓ
Ｎ
Ｓ
以
外
で
各

校
の
取
り
組
み
を
地
域
・
中
学
生
な
ど

に
発
信
す
る
手
法
を
話
し
合
い
、
他
県

の
学
校
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

知
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
刺
激
に
な

り
ま
し
た
。
猛
暑
で
熱
中
症
者
が
多
く

出
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
今
と
な
っ
て

は
思
い
出
深
い
出
来
事
に
な
り
ま
し
た
。

　
八
月
に
は
山
形
テ
ル
サ
を
会
場
に
第

七
十
六
回
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
東
北

連
盟
大
会
山
形
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
度
は
発
表
会
の
み
が
行
わ
れ
、

競
技
会
は
残
念
な
が
ら
開
催
さ
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
で
す
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

発
表
会
の
三
分
野
に
は
宮
城
県
農
業
高

校
が
、
意
見
発
表
会
Ⅰ
類
・Ⅱ
類
に
は

宮
城
県
農
業
高
校
が
、Ⅲ
類
に
は
小
牛

田
農
林
高
校
よ
り
出
場
し
ま
し
た
。
代

表
の
発
表
は
い
ず
れ
も
独
自
の
取
り
組

み
を
行
っ
て
お
り
、
新
た
な
視
点
を
見

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
大
会
で
は

宮
城
県
農
業
高
校
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発

表
Ⅰ
類
と
Ⅲ
類
、
意
見
発
表
会
で
Ⅰ
類

と
Ⅱ
類
で
全
国
大
会
の
代
表
を
も
ぎ
取

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
十
月
に
開
催
さ
れ
た
第
七
十

六
回
全
国
大
会
西
関
東
大
会
に
お
い
て

は
宮
城
県
農
業
高
校
さ
ん
の
発
表
部
門

で
の
四
つ
の
最
優
秀
賞
を
受
賞
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
誠
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
改
め
て
、
宮
城
の
農
ク

魂
の
強
さ
を
県
連
会
長
と
し
て
実
感
し

ま
し
た
。
こ
の
農
ク
魂
を
も
と
に
、
ク

ラ
ブ
員
の
皆
さ
ん
に
は
楽
し
み
な
が
ら

頑
張
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

来
年
度
の
南
四
国
大
会
は
徳
島
県
が
主

担
当
で
高
知
県
と
共
同
で
開
催
さ
れ
ま

「
快
挙
に
敬
意
を
」

県
連
農
ク
会
長

　鈴

　木

　翔

　太

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クラブ員数　 1,603
合　　　計　　　　　クラブ数　11
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学　級　数　　　59

№

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

校長名

会長名

佐藤　　真

吉田　蒼生

水木　佳男

森　　　颯

浅野　伸一

小椋　奏海

川上　剛弘

増子　晴琉

都築　美幸

龍田　侑樹

長内　志郎

鈴木　翔太

小野寺 基好

鶴島　　翼

阿部　吉伸

佐藤　唯香

大竹　博行

安藤　　輝

阿部　一彦

菅原　和樹

伊藤　直美

斉藤　　羚

高　校　名

伊 具 高 等 学 校

亘 理 高 等 学 校

農 業 高 等 学 校

加美農業高等学校

南 郷 高 等 学 校

小牛田農林高等学校

石 巻 北 高 等 学 校

登米総合産業高等学校

迫 桜 高 等 学 校

本 吉 響 高 等 学 校

大河原産業高等学校

男 女 計

学
級
数

令和７年度　宮城県学校農業クラブ連盟名簿

8

72

364

105

14

157

29

57

27

8

101

9

44

338

39

3

74

2

21

13

2

116

17

116

702

144

17

231

31

78

40

10

217

3

5

18

9

3

6

2

3

2

2

6

佐々木 大明

伊藤　尚起

浅田　大

奥山　光

齋藤 美珠穂

浅野　武巳

佐藤 成悦

松野 絵里嘉

菅原　靖史

真壁　啓之

佐藤　彰子

顧問教師名
クラブ員数

生徒役員

成人役員

役職　　　　　氏名　　　　所属

代　　　表　　長内　志郎 （小牛田農林高校）

副　代　表　　浅野　伸一 （農業高校）

　　〃　　　　伊藤　直美 （大河原産業高校）

監 査 委 員　　奥山　　光 （加美農業高校）

　　〃　　　　斎藤 美珠穂 （南郷高校）

事　務　局　　浅野　武巳 （小牛田農林高校）

顧問（会計）　　遠藤　　穣 （小牛田農林高校）

顧問（庶務）　　加藤　　亘 （小牛田農林高校）

役職　　氏名　　　　所属

会　長　鈴木　翔太（小牛田農林高校）

副会長　小椋　奏海（農業高校）

副会長　斉藤　　羚（大河原産業高校）

監　事　増子　晴琉（加美農業高校）

監　事　龍田　侑樹（南郷高校）

幹　事　佐藤　唯香（登米総合産業高校）

　〃　　森　　　颯（亘理高校）

　〃　　安藤　　輝（迫桜高校）

　〃　　鶴島　　翼（石巻北高校）



Ｆ　　　Ｆ　　　Ｍ Ｆ　　　Ｆ　　　Ｍ

県
連
行
事
に
参
加
し
て

県
連
行
事
に
参
加
し
て

県
平
板
測
量
競
技
会
で
最
優
秀
賞

お
よ
び
全
国
表
彰
を
受
賞
し
て

宮城県農業高等学校

横　井　蒼　志

県
農
業
情
報
処
理
競
技
会
で

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
て宮城県小牛田農林高等学校

岩　渕　亮　汰

県
家
畜
審
査
競
技
会
肉
用
牛
の

部
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
て

宮城県伊具高等学校

高　田　光　希

県
家
畜
審
査
乳
用
牛
の
部
で

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
て宮城県登米総合産業高等学校

熊　谷　璃　緒

意
見
発
表
大
会
に
参
加
し
て

宮城県亘理高等学校

佐々木　愛　華

⑶　第　63　号 第　63　号　⑹令和８年３月１日 令和８年３月１日

な
く
、
少
し
不
安
に
な
り
ま
し
た
。

　し
か
し
結
果
は
個
人
最
優
秀
で
し
た
。

一
年
生
な
の
に
家
畜
に
触
れ
る
こ
と
も

初
め
て
な
私
が
最
優
秀
を
と
る
こ
と
が

で
き
、
素
直
に
驚
き
ま
し
た
。

　ま
た
来
年
も
、
個
人
と
団
体
で
最
優

秀
を
狙
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　農
業
科
に
入
学
し
て
か
ら
、
初
め
て

農
業
ク
ラ
ブ
の
競
技
に
参
加
し
た
の
が

家
畜
審
査
で
し
た
。

　肉
用
牛
の
部
で
は
、
校
内
に
肉
用
牛

を
飼
っ
て
い
る
こ
と
と
事
前
の
勉
強
会

も
あ
り
、
肉
用
牛
を
身
近
に
感
じ
て
い

ま
し
た
が
、
乳
用
牛
の
部
は
事
前
に
乳

用
牛
を
見
る
こ
と
も
な
い
ま
ま
の
大
会

参
加
で
と
て
も
不
安
で
し
た
。

　乳
用
牛
の
部
で
は
、
初
め
て
見
る
大

き
な
乳
用
牛
と
、
他
校
の
生
徒
は
も
っ

と
私
よ
り
も
乳
用
牛
に
関
す
る
勉
強
を

し
て
い
る
と
思
う
と
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

と
緊
張
で
体
の
震
え
が
止
ま
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　そ
ん
な
中
、
肉
用
牛
の
部
の
大
会
の

時
に
牛
の
体
型
で
迷
っ
た
経
験
が
あ
っ

た
の
で
、
私
は
一
頭
一
頭
観
察
す
る
の

で
は
な
く
、
直
感
で
良
い
体
型
だ
と
感

じ
た
牛
の
中
で
観
察
し
、
順
位
を
決
め

ま
し
た
。
緊
張
は
ず
っ
と
続
い
て
い
ま

し
た
が
、
そ
の
後
は
集
中
し
緊
張
を
和

ら
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　翌
日
、
家
畜
審
査
の
結
果
を
知
っ
た

時
に
は
本
当
に
驚
き
ま
し
た
が
、
嬉
し

く
も
思
い
ま
し
た
。
直
前
に
自
分
を
信

じ
て
集
中
で
き
た
こ
と
や
、
実
物
を
見

て
勉
強
で
き
て
い
な
い
中
、
画
像
や
動

画
や
文
章
で
の
勉
強
で
も
最
優
秀
賞
を

受
賞
で
き
た
こ
と
が
私
の
中
で
も
こ
れ

か
ら
の
自
信
に
な
り
ま
し
た
。

　そ
し
て
、
今
後
も
農
業
に
関
す
る
こ

と
や
農
業
ク
ラ
ブ
の
大
会
に
積
極
的
に

挑
戦
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　県
意
見
発
表
会
は
私
に
と
っ
て
貴
重

な
経
験
で
、
私
に
と
っ
て
忘
れ
ら
れ
な

い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。
原
稿
を
読

む
前
、
檀
上
に
立
っ
た
瞬
間
手
が
震
え
、

声
が
う
ま
く
出
せ
る
か
不
安
で
胸
が

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
福
島
県
で
生
ま
れ
、

原
発
事
故
に
よ
っ
て
避
難
し
た
過
去
や

「
被
災
者
だ
か
ら
」
と
い
う
理
由
で
傷

つ
い
た
出
来
事
を
人
前
で
話
す
こ
と
は

こ
れ
ま
で
避
け
て
き
た
か
ら
で
す
。

　し
か
し
、
発
表
準
備
を
進
め
る
中
で

自
分
の
思
い
を
言
葉
に
す
る
と
気
持
ち

が
整
理
さ
れ
、
前
を
向
け
る
こ
と
に
気

づ
き
ま
し
た
。
発
表
中
、
会
場
が
静
ま

り
返
り
、
聞
い
て
く
だ
さ
る
方
々
の
視

線
を
感
じ
た
と
き
、「
ち
ゃ
ん
と
伝
わ
っ

て
い
る
」
と
実
感
し
ま
し
た
。

　こ
の
経
験
を
通
し
て
、
自
分
の
声
が

誰
か
の
声
に
届
き
同
じ
悩
み
を
抱
え
る

人
の
支
え
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
と
感

の
か
、
そ
の
考
え
方
な
ど
も
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　こ
の
経
験
や
今
回
得
た
学
び
を
生
か

し
、
今
後
よ
り
意
欲
的
に
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　今
年
の
測
量
愛
好
会
の
活
動
を
振
り

返
る
と
、
私
の
心
に
最
も
強
く
残
っ
て

い
る
の
は
、
農
業
ク
ラ
ブ
主
催
の
平
板

測
量
競
技
会
へ
の
挑
戦
で
す
。
こ
の
大

会
は
、
日
頃
の
活
動
で
身
に
付
け
て
き

た
測
量
技
術
や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
発
揮

す
る
場
で
あ
り
、
仲
間
と
協
力
す
る
こ

と
の
大
切
さ
を
改
め
て
実
感
す
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

　競
技
会
に
向
け
て
、
限
ら
れ
た
時
間

の
中
で
チ
ー
ム
力
と
個
人
の
技
術
を
高

め
る
た
め
、
日
々
の
練
習
に
真
剣
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
練
習
前
に
は
器
具
の

扱
い
方
や
作
業
手
順
を
確
認
し
、
本
番

を
意
識
し
て
課
題
を
洗
い
出
し
ま
し
た
。

思
う
よ
う
に
結
果
が
伸
び
ず
苦
し
い
時

期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
原
因
を
話
し
合

い
、
器
具
点
検
や
作
業
前
の
目
標
設
定

な
ど
の
工
夫
を
重
ね
る
こ
と
で
、
少
し

ず
つ
自
信
を
つ
け
て
い
き
ま
し
た
。

　大
会
当
日
は
大
き
な
緊
張
感
の
中
で

の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
が
、
声
を

掛
け
合
い
な
が
ら
落
ち
着
い
て
作
業
を

進
め
ま
し
た
。そ
の
結
果
、三
年
生
チ
ー

ム
が
優
勝
、
二
年
生
チ
ー
ム
が
準
優
勝

と
い
う
成
果
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
、

八
年
ぶ
り
の
優
勝
を
達
成
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　こ
の
活
動
を
通
し
て
、
私
は
測
量
技

術
だ
け
で
な
く
、
計
画
的
に
行
動
す
る

力
や
仲
間
と
協
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ

を
学
び
ま
し
た
。
測
量
愛
好
会
で
過
ご

し
た
こ
の
一
年
は
、
私
自
身
を
大
き
く

成
長
さ
せ
て
く
れ
た
一
年
で
す
。

　私
が
農
業
情
報
処
理
に
取
り
組
む
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、
先
生
か
ら
の
一
言

か
ら
で
し
た
。「
情
報
処
理
の
大
会
に

出
て
み
な
い
か
？
」
と
誘
わ
れ
た
こ
と

で
す
。
放
課
後
は
部
活
動
の
前
に
、
休

日
・
夏
休
み
に
も
先
生
方
に
協
力
し
て

も
ら
い
練
習
を
し
ま
し
た
。
一
年
生
の

時
の
大
会
は
う
ま
く
結
果
を
出
せ
ず
、

入
賞
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
こ
の
悔
し
さ
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

も
っ
と
良
い
結
果
を
出
し
た
い
と
思
い
、

二
年
生
で
は
前
回
ど
こ
が
ダ
メ
だ
っ
た

の
か
を
先
生
と
話
し
合
い
、
そ
こ
を
繰

り
返
し
練
習
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

東
北
大
会
へ
の
出
場
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
思
う
よ
う
な
結
果

が
出
な
か
っ
た
も
の
の
と
て
も
良
い
経

験
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
三
年
生
で

は
、「
絶
対
に
県
で
最
優
秀
賞
を
取
り

た
い
」
と
強
く
思
い
、
他
県
の
過
去
問

や
東
北
大
会
の
過
去
問
で
た
く
さ
ん
練

習
し
ま
し
た
。
最
後
の
大
会
で
は
ず
っ

と
目
標
に
し
て
い
た
最
優
秀
賞
を
受
賞

す
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
嬉
し
か
っ

た
で
す
。
上
位
大
会
が
開
催
さ
れ
な

か
っ
た
の
が
少
し
悔
し
い
で
す
が
、
三

年
間
農
業
情
報
処
理
を
頑
張
れ
た
の
は
、

指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
の
お
か
げ

で
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
将
来
は
こ
の
経
験
を
社
会
が
よ

り
良
く
な
る
方
へ
活
か
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　私
は
今
年
伊
具
高
校
に
入
学
し
て
、

初
め
て
家
畜
と
い
う
分
野
に
触
れ
ま
し

た
。
農
業
ク
ラ
ブ
の
様
々
な
大
会
が
あ

る
中
で
、
家
畜
審
査
競
技
会(

肉
用
牛

の
部)

に
学
校
代
表
と
し
て
選
ば
れ
ま

し
た
。

　本
校
に
は
家
畜
は
お
ら
ず
、
私
自
身

も
間
近
で
牛
を
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た

た
め
、
と
て
も
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。

　家
畜
専
門
の
先
生
に
放
課
後
、
肉
用

牛
の
見
方
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
少
し

だ
け
不
安
が
和
ら
い
だ
気
が
し
ま
し
た
。

　本
番
で
は
、
先
生
に
教
わ
っ
た
こ
と

の
み
に
集
中
し
て
審
査
を
や
ろ
う
と
思

い
臨
み
ま
し
た
。
審
査
を
終
え
て
未
経

産
牛
よ
り
も
経
産
牛
の
審
査
に
自
信
が受　　賞　　者

全国大会西関東で開催

◆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
会
分
野
Ⅰ
類
「
農
業
生
産
・
農
業
経
営
」

　
最
優
秀
賞
（
農
林
水
産
大
臣
賞
）

　
　
水
稲
深
層
元
肥
〜
装
置
開
発
と
新
施
肥
法
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
水
島
　
優
太
　
他
９
名
（
農
業
高
校
）

◆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
会
分
野
Ⅲ
類
「
資
源
活
用
・
地
域
振
興
」

　
最
優
秀
賞
（
文
部
科
学
大
臣
賞
）

　
　
桜
色
の
未
来
　
山
本
　
柚
花
　
他
９
名
（
農
業
高
校
）

◆
意
見
発
表
会
分
野
Ⅰ
類
「
農
業
生
産
・
農
業
経
営
」

　
最
優
秀
賞
（
農
林
水
産
大
臣
賞
）

　
　
末
広
が
り
仙
台
牛
〜
良
質
稲
藁
で
拓
く
未
来
の
ブ
ラ
ン
ド
牛
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
南
條
　
匠
極
（
農
業
高
校
）

◆
意
見
発
表
会
分
野
Ⅱ
類
「
国
土
保
全
・
環
境
創
造
」

　
最
優
秀
賞
（
文
部
科
学
大
臣
賞
）

　
　
真
実
の
環
境
　
鈴
木
　
傑
心
（
農
業
高
校
）

◆
農
業
鑑
定
競
技
会
「
野
菜
」

　
　
優
秀
賞
　
藤
澤
　
茉
由
（
農
業
高
校
）

◆
農
業
鑑
定
競
技
会
「
畜
産
」

　
　
優
秀
賞
　
車
塚
　
颯
太
（
小
牛
田
農
林
高
校
）

　
こ
の
一
年
間
で
学
ん
だ
こ
と

三
春
　
綾
音
（
大
河
原
産
業
・
食
農
）

　
食
品
製
造
を
活
用
し
た
地
域
貢
献
活
動
を
目
指

し
て

佐
藤
　
叶
真
（
石
巻
北
・
総
合
）

◎
招
き
豚
〜
美
里
町
に
幸
せ
を
運
ぶ
〜

車
塚
　
颯
太
（
小
牛
田
農
林
・
農
技
）

　
レ
ス
ト
ラ
ン
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｋ
Ｉ

　
　
〜
丸
森
か
ら
広
め
る
私
の
夢
〜

八
巻
　
ほ
の
か
（
伊
具
・
総
合
）

　○
食
育
の
大
切
さ

阿
部
　
咲
輝
子
（
加
美
農
業
・
生
活
）

○
食
育
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と

後
藤
　
夕
夏
（
登
米
総
合
・
農
業
）

　　
歴
史
あ
る
農
村
と
そ
の
限
界
集
落
に
つ
い
て

岡
本
　
幸
樹
（
南
郷
・
産
技
）

○
農
　

業
　

Ａ

　
星
　
　
晴
斗
・
平
野
　
蒼
大
・
三
浦
　
健
太

◎
農
　

業
　

Ｂ

横
井
　
蒼
志
・
髙
橋
　
颯
太
・
武
川
　
昊
雅

○
加
美
農
業

宍
戸
　
悠
太
・
鈴
木
　
大
輝
・
髙
橋
　
章
良

　
小
牛
田
Ａ

橋
本
　
瑛
太
・
藤
本
　
操
音
・
由
利
　
　
佑

　
小
牛
田
Ｂ

大
和
田  

渓
太
・
菅
原  

瑛
大
・
三
浦  

悠
平

加
美
農
業
　
　
阿
部 

咲
輝
子
・
木
村 

さ
く
ら

南
　
　
郷
　
○
高
橋
　
も
え
・
鈴
木
　
雄
大

小
　

牛
　

田
　
◎
岩
渕
　
亮
汰
・
渡
邊
　
将
仁

農
　
　
業
　
　
太
田
　
侑
吾
・
斎
藤
　
茉
緒

登
米
総
合
　
○
八
乙
女
　
星

亘
　
　
理
　
　
佐
々
木 

愛
華
・
浅
野
　
慈
恩

　
南
　
　
郷

　
　
京
極
未
々
愛
・
本
間
　
唯
穏
・
柳
田
　
恵
絆

◎
伊
　
　
具

　
○
八
巻
ほ
の
か
・
齋
藤  

優
人
・
◎
高
田  

光
希
 

○
小
　

牛
　

田

　
　
浅
野
　
瑞
葉
・
菊
池
　
陽
向
・
野
村
　
緋
夏
 

　
大
　

河
　

原

　
　
斎
藤
　
怜
音
・
大
槻
　
結
花
・
遠
藤
　
望
実
 

　
農
　
　
業

　
　
村
田  

陽
生
・
○
森
谷  

瑠
月
・
田
中  

徠
維
 

○
加
美
農
業

　
　
渋
谷
　
朋
希
・
佐
藤
　
暖
将
・
早
坂
　
健
将
 

　
登
米
総
合

　
　
小
川
　
椛
穂
・
小
野
寺
　
輝
・
熊
谷
　
璃
緒

◎
登
米
総
合

　
　
小
川  

椛
穂
・
◎
熊
谷  

璃
緒
・
小
野
寺  

輝

　
伊
　
　
具

　
　
高
田  

光
希 

・
八
巻 

ほ
の
か
・
阿
部  

由
奈

○
加
美
農
業

　
　
佐
藤
　
暖
将
・
早
坂
　
健
将
・
渋
谷
　
朋
希

　
小
　

牛
　

田

　
　
氏
家
　
陽
菜
・
大
友
　
心
咲
・
佐
藤
　
心
虹

　
農
　
　
業

　
　
星
　
　
晴
斗
・
中
山
　
彩
葉
・
石
井
　
大
晟

　
南
　
　
郷

　
　
京
極 

未
々
愛
・
本
間  

唯
穏
・
柳
田  

恵
絆

○
大
　

河
　

原

　
　
内
海 
彩
花
・
○
岩
佐 

結
衣
・
○
寺
田 

結
衣

最
優
秀
賞

　
山
本
　
柚
花
（
農
業
高
校
・
園
芸
）

　
タ
イ
ト
ル
「
桜
色
の
未
来
」　

　
小
　

牛
　

田
　
　
三
十
四
　
名
　

　
伊
　
　
具
　
　
　
　
三
　
名

　
農
　
　
業
　
　
　
　
四
　
名

　
　

合
　
計
　

　
　
四
十
一
　
名

八
月
四
日（
月
）
　亘理
高
等
学
校

農
業
情
報
処
理
競
技
会

七
月
三
十一日（
木
）
　みや
ぎ
総
合
家
畜
市
場

家
畜
審
査
競
技
会
（
肉
用
牛
の
部
）

八
月
二
十
八
日（
木
）
　加美
農
業
高
等
学
校

平
板
測
量
競
技
会

九
月
二
十
四
日（
水
）
　みや
ぎ
総
合
家
畜
市
場

家
畜
審
査
競
技
会
（
乳
用
牛
の
部
）

F
F
J
上
級
位
検
定

Ｆ
Ｆ
Ｊ
特
級
位
検
定

Ｆ　　　Ｆ　　　Ｍ Ｆ　　　Ｆ　　　Ｍ

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン

県
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
会
で

発
表
を
し
て

宮城県大河原産業高等学校

阿　部　七　海

県
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
会
で

発
表
し
て

宮城県南郷高等学校

高　橋　も　え

代
議
員
会
に
参
加
し
て宮城県迫桜高等学校

千　葉　楓　我

代
議
員
会
に
参
加
し
て

宮城県本吉響高等学校

菅　原　和　樹

県
意
見
発
表
会
で
発
表
し
て

宮城県石巻北高等学校

佐　藤　叶　真

⑺　第　63　号 第　63　号　⑵令和８年３月１日 令和８年３月１日

　
二
年
次
か
ら
迫
桜
高
校
ア
グ
リ
ビ
ジ

ネ
ス
系
列
の
副
会
長
と
し
て
代
議
員
会

に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
代
議
員
会
で
は
各
学
校
で
の

取
り
組
み
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
紹
介
、

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
代
表

同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
代
議
員
会

の
会
長
、
副
会
長
な
ど
の
役
職
決
め
、

こ
れ
か
ら
の
農
業
に
つ
い
て
な
ど
各
種

議
題
の
話
し
合
い
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

学
校
ご
と
に
行
っ
て
い
る
行
事
や
特
色

あ
る
授
業
な
ど
自
分
の
学
校
と
は
違
う

部
分
を
知
る
こ
と
が
で
き
自
分
の
学
校

で
の
活
動
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思

う
考
え
が
た
く
さ
ん
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
生
徒
主
体
で
の
活
動
だ
っ
た

た
め
、
お
互
い
緊
張
し
つ
つ
も
話
し
て

い
る
う
ち
に
打
ち
解
け
、
積
極
的
に
話

し
合
い
が
出
来
ま
し
た
。
参
加
し
た
最

後
の
代
議
員
会
で
は
各
校
で
生
産
し
た

ネ
ギ
を
持
参
し
て
特
徴
や
品
種
に
つ
い

て
紹
介
す
る
な
ど
例
年
に
は
な
か
っ
た

新
し
い
取
り
組
み
も
増
え
ま
し
た
。

　
代
議
員
会
に
参
加
し
て
、
各
農
業
高

校
の
活
動
や
目
標
な
ど
を
知
る
こ
と
が

で
き
、
自
分
の
学
校
に
足
り
な
い
と
こ

ろ
や
工
夫
し
て
い
き
た
い
所
を
た
く
さ

ん
学
べ
る
場
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
農
業
に
関
心
を
持
っ
て
い

る
生
徒
が
主
体
的
に
活
動
し
、
農
業
の

発
展
、
振
興
に
努
め
る
活
動
を
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
私
は
、
宮
城
県
本
吉
響
高
等
学
校
の

農
業
ク
ラ
ブ
会
長
を
務
め
た
こ
と
で
、

以
前
の
自
分
よ
り
も
多
く
の
面
で
成
長

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
農
業
に
関

す
る
知
識
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
私
は
、

会
長
に
就
任
し
た
当
初
、「
緊
張
」と「
不

安
」
が
入
り
交
じ
っ
た
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
し
た
。
し
か
し
、
代
議
員
会
に

何
度
も
参
加
す
る
う
ち
に
、
響
高
校
の

代
表
と
し
て
出
席
し
て
い
る
と
い
う
自

覚
が
芽
生
え
、
会
長
と
し
て
の
使
命
感

を
持
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
発
言
の
場
で
は
、
自
分
た
ち

の
学
校
で
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い

る
の
か
を
、
以
前
よ
り
も
明
確
に
伝
え

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

十
二
月
に
行
わ
れ
た
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

で
は
、
名
刺
交
換
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
通
し
て
他
校
の
ク
ラ
ブ
員
と
交
流

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
話
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
お

互
い
の
思
い
を
共
有
し
合
い
、
会
長
と

し
て
の
自
信
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
農
業
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
通
し
て
、
こ

の
よ
う
な
貴
重
な
経
験
を
積
み
、
自
分

自
身
が
大
き
く
成
長
で
き
た
と
実
感
し

て
い
ま
す
。
こ
の
貴
重
な
経
験
を
生
か

し
て
こ
れ
か
ら
も
農
業
分
野
に
関
わ
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

じ
ま
し
た
。
今
回
の
発
表
を
通
し
て
自

分
の
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
大
切
に
し
、

卒
業
後
の
学
び
を
深
め
て
い
き
た
い
で

す
。

　
私
は
、
七
月
十
五
日
に
大
河
原
町
中

央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
た
、
県
意
見
発

表
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
私
は
Ⅲ
類
に

出
場
し
内
容
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習

で
取
り
組
ん
で
い
る
「
食
品
製
造
を
活

用
し
た
地
域
貢
献
活
動
」
に
つ
い
て
発

表
し
ま
し
た
。
県
意
見
発
表
会
は
大
河

原
産
業
高
校
と
石
巻
北
高
校
の
合
同
開

催
で
、
石
巻
北
高
校
は
開
会
式
と
Ⅲ
類

の
運
営
を
担
当
し
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
メ

イ
ト
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
落
ち
着
い
て

発
表
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
結
果

は
入
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
出
場
者
の
発
表
を
聴
い
て
、
他

校
の
取
り
組
み
や
農
業
に
対
す
る
思
い

を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
わ

か
り
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　
意
見
発
表
会
を
通
し
て
、
農
業
に
対

す
る
考
え
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
意
見
発
表
会
の
経
験
を
今

後
社
会
に
出
て
も
活
か
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
指
導
し
て
い
た
だ
い
た

先
生
方
、
応
援
し
て
く
れ
た
皆
さ
ん
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
発
表
会
に
向
け
た
準
備
の
中
で
、
毎

年
の
最
優
秀
発
表
校
の
発
表
を
聞
き
、

準
備
段
階
か
ら
放
た
れ
る
雰
囲
気
の
違

い
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、

こ
こ
ま
で
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と

不
安
と
緊
張
を
感
じ
続
け
て
い
ま
し
た
。

今
思
え
ば
、
正
直
、
気
持
ち
で
負
け
て

し
ま
っ
て
い
た
部
分
も
あ
っ
た
と
感
じ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
練
習
を
重
ね
る

中
で
「
私
た
ち
は
私
た
ち
な
り
に
、
私

た
ち
ら
し
い
発
表
に
し
よ
う
」
と
、
本

番
に
向
け
て
原
稿
を
ス
ム
ー
ズ
に
読
む

こ
と
が
苦
手
な
自
分
と
向
き
合
い
、
口

を
し
っ
か
り
開
け
、ゆ
っ
く
り
、丁
寧
に
、

聴
衆
に
聞
き
や
す
く
、
心
地
よ
い
話
し

方
を
心
が
け
ま
し
た
。

　
部
活
動
な
ど
で
全
員
が
集
ま
る
時
間

を
確
保
す
る
の
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
顧
問
の
先
生
が
配
慮
し

て
時
間
を
作
っ
て
下
さ
り
、
本
番
ま
で

打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
本
番
で
は
、
緊
張
か
ら
制
限
時
間
を

越
え
て
し
ま
い
悔
し
さ
が
残
り
ま
し
た

が
、
仲
間
の
「
大
丈
夫
だ
よ
」
と
い
う

言
葉
に
も
支
え
ら
れ
、
チ
ー
ム
の
絆
と

感
謝
の
気
持
ち
を
強
く
感
じ
た
発
表
会

と
な
り
ま
し
た
。
発
表
後
は
先
生
方
か

ら
『
大
産
商
店
の
一
味
唐
辛
子
』
を
実

際
に
買
い
た
い
と
い
う
言
葉
も
頂
き
、

自
分
た
ち
の
取
り
組
み
が
伝
わ
っ
た
と

感
じ
、
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
県
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
会

に
参
加
し
て
、
一
番
強
く
感
じ
た
こ
と

は
伝
え
る
こ
と
の
「
難
し
さ
」
と
「
楽

し
さ
」
で
す
。

　
私
た
ち
は
こ
れ
ま
で
課
題
研
究
で
の

学
習
活
動
を
通
し
て
、
ケ
イ
酸
を
利
用

し
た
高
温
障
害
に
対
応
す
る
米
作
り
に

関
す
る
研
究
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た

が
、
そ
れ
を
限
ら
れ
た
時
間
内
に
他
校

の
生
徒
や
先
生
方
、
審
査
員
の
方
々
に

理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
は
想
像
以
上
に

大
変
で
し
た
。 

本
番
ま
で
に
何
度
も
リ

ハ
ー
サ
ル
を
重
ね
、
ス
ラ
イ
ド
を
調
整

し
た
結
果
、
当
日
は
大
き
な
ミ
ス
な
く

自
分
た
ち
の
想
い
や
研
究
の
成
果
を
伝

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
他
校
の
独
創
的
な
ア
イ
デ
ア
や
熱
意

に
も
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
が
、同
時
に「
自

分
た
ち
も
負
け
て
い
ら
れ
な
い
」
と
大

き
な
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
貴
重

な
経
験
を
今
後
の
活
動
に
活
か
し
、
米

作
り
に
貢
献
で
き
る
よ
う
頑
張
り
た
い

で
す
。
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十
二
月
十
一
日（
木
）
　宮
城
県
農
業
高
等
学
校

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
会

七
月
十
五
日（
火
）
　大河
原
町
中
央
公
民
館

意
見
発
表
会

最
優
秀
賞
　

　「宮
城
の
大
地
か
ら
咲
か
せ
よ
う
！

　農
ク
の
笑
顔
の
花
を
」

　
　石
巻
北
高
校

　
　
　総
合
学
科
食
農
系
列三

年

　小
松

　直
寛

優
秀
賞

　「若
人
よ
羽
ば
た
け
明
日
の
農
業
へ
」

　
　小
牛
田
農
林
高
校

　
　
　農
業
技
術
科
農
業
科
学
コ
ー
ス

　

三
年

　車
塚

　颯
太

　「我
ら
が
創
る

　自
然
に
生
き
る
」

　
　南
郷
高
校

産
業
技
術
科

　一
年

　佐
藤

　大
仁

◆
分
野
Ⅰ
類
「
農
業
生
産
・
農
業
経
営
」

　
摘
果
り
ん
ご
の
可
能
性

　
　
〜
「
捨
て
る
」
を
　「
活
か
す
」
へ
〜

佐
藤
　
綾
真
　
他
六
名
（
大
河
原
産
業
二
）

　
ロ
ッ
サ
ビ
ア
ン
コ
を
野
菜
班
の
名
産
に
し
よ
う

　
ｖ
ｅ
ｒ
４
〜
販
売
促
進
の
た
め
の
取
り
組
み
〜

岡
本
　
凰
聖
　
他
六
名
（
小
牛
田
農
林
二
）

○
エ
バ
と
ち

氏
家
　
凛
　
他
九
名
（
農
業
二
）

○
愛
と
辛
さ
を
求
め
て

　
　
〜
オ
リ
ジ
ナ
ル
一
味
唐
辛
子

ブ
ラ
ン
ド
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜
　

阿
部
　
七
海
　
他
九
名
（
大
河
原
産
業
一
）

　
陸
稲
で
目
指
す
省
力
化

〜
畑
地
を
利
用
し
た
無
灌
水
栽
培
に
挑
戦
〜

石
田
　
大
輝
　
他
六
名
（
小
牛
田
農
林
一
）

　
マ
イ
コ
ス
菌
を
利
用
し
た
米
づ
く
り

斎
藤
　
俊
輝
　
他
二
名
（
伊
具
）

　
は
る
ひ
理
論

　
　
〜
隔
年
結
果
を
防
ぐ
り
ん
ご
の
新
し
い

施
肥
管
理
〜
　

及
川
　
晴
季
　
他
三
名
（
加
美
農
業
）

◎
Ｒ
ｅ
：
温
故
知
新

　
　
〜
肥
料
削
減
と
深
層
元
肥
〜

水
島
　
優
太
　
他
九
名
（
農
業
一
）

　
高
温
障
害
に
強
い
イ
ネ
の
栽
培
を
目
指
し
て

高
橋
　
も
え
　
他
三
名
（
南
郷
）

◆
分
野
Ⅱ
類
「
国
土
保
全
・
環
境
創
造
」

○
持
続
可
能
な
「
加
美
農
業
業
米
」
生
産
を
目
指

し
て

　
　
〜
水
田
の
環
境
保
全
活
動
の
取
り
組
み
〜

増
子
　
晴
琉
　
他
五
名
（
加
美
農
業
二
）

◎
青
の
革
命

　
　
〜
水
質
改
善
と
普
及
活
動
〜

庄
子
　
怜
未
　
他
六
名
（
農
業
）

　
Ｌ
ｅ
ｔ
ｓ̀
　
Ｓ
Ａ
Ｕ
Ｎ
Ａ

〜
汗
が
つ
な
ぐ
新
建
材
の
輪
〜
　

岡
崎
　
良
太
郎
　
他
六
名
（
大
河
原
産
業
）

　
学
校
を
快
適
空
間
に

〜
臭
い
に
お
い
と
は
お
さ
ら
ば
〜
　

石
塚
　
愛
翔
　
他
六
名
（
小
牛
田
農
林
）

○
り
ん
ご
で
創
る
循
環
型
未
来

星
　
迅
乃
丞
　
他
九
名
（
加
美
農
業
一
）

◆
分
野
Ⅲ
類
「
資
源
活
用
・
地
域
振
興
」

　
心
繋

　
〜
心
と
人
を
繋
ぐ
地
域
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜

鈴
木
　
羚
矢
　
他
六
名
（
大
河
原
産
業
）

◎
咲
か
せ
た
い
の
は
桜
と
未
来

小
野
　
結
衣
　
他
七
名
（
農
業
）

○
し
い
ぶ
た

　
　
〜
廃
棄
し
い
た
け
が
つ
く
る
循
環
型
畜
産
〜

車
塚
　
颯
太
　
他
九
名
（
小
牛
田
農
林
）

　
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
の
作
成

一
條
　
に
い
な
　
他
三
名
（
伊
具
）

○
＃
チ
ー
ム
獣
害

鈴
木
　
啓
太
　
他
八
名
（
加
美
農
業
）

◆
分
野
Ⅰ
類
「
生
産
・
流
通
・
経
営
」

◎
末
広
が
り
仙
台
牛

　
　
〜
私
が
拓
く
畜
産
の
未
来
〜

南
條
　
匠
極
（
農
業
高
校
・
農
業
）

　
農
家
の
息
子
と
し
て

由
利
　
　
佑
（
小
牛
田
農
林
・
農
技
）

○
加
工
で
可
能
性
を
無
限
大
に

山
内
　
春
奈
（
加
美
農
業
・
農
業
）

　「
祖
父
の
た
め
に
出
来
る
こ
と
」

鈴
木
　
伽
歩
（
亘
理
・
食
品
）

○
や
さ
い
を
奏
で
る

氏
家
　
愛
緒
（
大
河
原
産
業
・
食
農
）

◆
分
野
Ⅱ
類
「
開
発
・
保
全
・
創
造
」

◎
真
実
の
環
境

鈴
木
　
傑
心
（
農
業
・
農
業
）

○「
ゆ
い
」
に
学
ぶ
私
の
環
境
保
全
戦
略

鈴
木
　
翔
太
（
小
牛
田
農
林
・
農
技
）

　　
危
険
が
潜
む
歩
道後

藤
　
悠
志
（
伊
具
・
総
合
）

○
祖
父
の
言
葉
の
意
味
を
知
る
た
め
に

　
　
〜
次
世
代
林
業
を
目
指
し
、

未
来
を
創
造
す
る
〜
　

鈴
木
　
羚
矢
（
大
河
原
産
業
・
環
境
）

　
農
業
の
楽
し
さ
を
知
ろ
う

〜
森
林
資
源
を
守
る
た
め
に
〜
　

髙
橋
　
銀
河
（
加
美
農
業
・
機
械
）

◆
分
野
Ⅲ
類
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ー
ビ
ス
」

　「
故
郷
と
私
の
夢
」

佐
々
木
　
愛
華
（
亘
理
・
食
品
）
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な
く
、
少
し
不
安
に
な
り
ま
し
た
。

　し
か
し
結
果
は
個
人
最
優
秀
で
し
た
。

一
年
生
な
の
に
家
畜
に
触
れ
る
こ
と
も

初
め
て
な
私
が
最
優
秀
を
と
る
こ
と
が

で
き
、
素
直
に
驚
き
ま
し
た
。

　ま
た
来
年
も
、
個
人
と
団
体
で
最
優

秀
を
狙
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　農
業
科
に
入
学
し
て
か
ら
、
初
め
て

農
業
ク
ラ
ブ
の
競
技
に
参
加
し
た
の
が

家
畜
審
査
で
し
た
。

　肉
用
牛
の
部
で
は
、
校
内
に
肉
用
牛

を
飼
っ
て
い
る
こ
と
と
事
前
の
勉
強
会

も
あ
り
、
肉
用
牛
を
身
近
に
感
じ
て
い

ま
し
た
が
、
乳
用
牛
の
部
は
事
前
に
乳

用
牛
を
見
る
こ
と
も
な
い
ま
ま
の
大
会

参
加
で
と
て
も
不
安
で
し
た
。

　乳
用
牛
の
部
で
は
、
初
め
て
見
る
大

き
な
乳
用
牛
と
、
他
校
の
生
徒
は
も
っ

と
私
よ
り
も
乳
用
牛
に
関
す
る
勉
強
を

し
て
い
る
と
思
う
と
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

と
緊
張
で
体
の
震
え
が
止
ま
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　そ
ん
な
中
、
肉
用
牛
の
部
の
大
会
の

時
に
牛
の
体
型
で
迷
っ
た
経
験
が
あ
っ

た
の
で
、
私
は
一
頭
一
頭
観
察
す
る
の

で
は
な
く
、
直
感
で
良
い
体
型
だ
と
感

じ
た
牛
の
中
で
観
察
し
、
順
位
を
決
め

ま
し
た
。
緊
張
は
ず
っ
と
続
い
て
い
ま

し
た
が
、
そ
の
後
は
集
中
し
緊
張
を
和

ら
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　翌
日
、
家
畜
審
査
の
結
果
を
知
っ
た

時
に
は
本
当
に
驚
き
ま
し
た
が
、
嬉
し

く
も
思
い
ま
し
た
。
直
前
に
自
分
を
信

じ
て
集
中
で
き
た
こ
と
や
、
実
物
を
見

て
勉
強
で
き
て
い
な
い
中
、
画
像
や
動

画
や
文
章
で
の
勉
強
で
も
最
優
秀
賞
を

受
賞
で
き
た
こ
と
が
私
の
中
で
も
こ
れ

か
ら
の
自
信
に
な
り
ま
し
た
。

　そ
し
て
、
今
後
も
農
業
に
関
す
る
こ

と
や
農
業
ク
ラ
ブ
の
大
会
に
積
極
的
に

挑
戦
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　県
意
見
発
表
会
は
私
に
と
っ
て
貴
重

な
経
験
で
、
私
に
と
っ
て
忘
れ
ら
れ
な

い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。
原
稿
を
読

む
前
、
檀
上
に
立
っ
た
瞬
間
手
が
震
え
、

声
が
う
ま
く
出
せ
る
か
不
安
で
胸
が

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
福
島
県
で
生
ま
れ
、

原
発
事
故
に
よ
っ
て
避
難
し
た
過
去
や

「
被
災
者
だ
か
ら
」
と
い
う
理
由
で
傷

つ
い
た
出
来
事
を
人
前
で
話
す
こ
と
は

こ
れ
ま
で
避
け
て
き
た
か
ら
で
す
。

　し
か
し
、
発
表
準
備
を
進
め
る
中
で

自
分
の
思
い
を
言
葉
に
す
る
と
気
持
ち

が
整
理
さ
れ
、
前
を
向
け
る
こ
と
に
気

づ
き
ま
し
た
。
発
表
中
、
会
場
が
静
ま

り
返
り
、
聞
い
て
く
だ
さ
る
方
々
の
視

線
を
感
じ
た
と
き
、「
ち
ゃ
ん
と
伝
わ
っ

て
い
る
」
と
実
感
し
ま
し
た
。

　こ
の
経
験
を
通
し
て
、
自
分
の
声
が

誰
か
の
声
に
届
き
同
じ
悩
み
を
抱
え
る

人
の
支
え
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
と
感

の
か
、
そ
の
考
え
方
な
ど
も
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　こ
の
経
験
や
今
回
得
た
学
び
を
生
か

し
、
今
後
よ
り
意
欲
的
に
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　今
年
の
測
量
愛
好
会
の
活
動
を
振
り

返
る
と
、
私
の
心
に
最
も
強
く
残
っ
て

い
る
の
は
、
農
業
ク
ラ
ブ
主
催
の
平
板

測
量
競
技
会
へ
の
挑
戦
で
す
。
こ
の
大

会
は
、
日
頃
の
活
動
で
身
に
付
け
て
き

た
測
量
技
術
や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
発
揮

す
る
場
で
あ
り
、
仲
間
と
協
力
す
る
こ

と
の
大
切
さ
を
改
め
て
実
感
す
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

　競
技
会
に
向
け
て
、
限
ら
れ
た
時
間

の
中
で
チ
ー
ム
力
と
個
人
の
技
術
を
高

め
る
た
め
、
日
々
の
練
習
に
真
剣
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
練
習
前
に
は
器
具
の

扱
い
方
や
作
業
手
順
を
確
認
し
、
本
番

を
意
識
し
て
課
題
を
洗
い
出
し
ま
し
た
。

思
う
よ
う
に
結
果
が
伸
び
ず
苦
し
い
時

期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
原
因
を
話
し
合

い
、
器
具
点
検
や
作
業
前
の
目
標
設
定

な
ど
の
工
夫
を
重
ね
る
こ
と
で
、
少
し

ず
つ
自
信
を
つ
け
て
い
き
ま
し
た
。

　大
会
当
日
は
大
き
な
緊
張
感
の
中
で

の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
が
、
声
を

掛
け
合
い
な
が
ら
落
ち
着
い
て
作
業
を

進
め
ま
し
た
。そ
の
結
果
、三
年
生
チ
ー

ム
が
優
勝
、
二
年
生
チ
ー
ム
が
準
優
勝

と
い
う
成
果
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
、

八
年
ぶ
り
の
優
勝
を
達
成
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　こ
の
活
動
を
通
し
て
、
私
は
測
量
技

術
だ
け
で
な
く
、
計
画
的
に
行
動
す
る

力
や
仲
間
と
協
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ

を
学
び
ま
し
た
。
測
量
愛
好
会
で
過
ご

し
た
こ
の
一
年
は
、
私
自
身
を
大
き
く

成
長
さ
せ
て
く
れ
た
一
年
で
す
。

　私
が
農
業
情
報
処
理
に
取
り
組
む
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、
先
生
か
ら
の
一
言

か
ら
で
し
た
。「
情
報
処
理
の
大
会
に

出
て
み
な
い
か
？
」
と
誘
わ
れ
た
こ
と

で
す
。
放
課
後
は
部
活
動
の
前
に
、
休

日
・
夏
休
み
に
も
先
生
方
に
協
力
し
て

も
ら
い
練
習
を
し
ま
し
た
。
一
年
生
の

時
の
大
会
は
う
ま
く
結
果
を
出
せ
ず
、

入
賞
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
こ
の
悔
し
さ
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

も
っ
と
良
い
結
果
を
出
し
た
い
と
思
い
、

二
年
生
で
は
前
回
ど
こ
が
ダ
メ
だ
っ
た

の
か
を
先
生
と
話
し
合
い
、
そ
こ
を
繰

り
返
し
練
習
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

東
北
大
会
へ
の
出
場
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
思
う
よ
う
な
結
果

が
出
な
か
っ
た
も
の
の
と
て
も
良
い
経

験
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
三
年
生
で

は
、「
絶
対
に
県
で
最
優
秀
賞
を
取
り

た
い
」
と
強
く
思
い
、
他
県
の
過
去
問

や
東
北
大
会
の
過
去
問
で
た
く
さ
ん
練

習
し
ま
し
た
。
最
後
の
大
会
で
は
ず
っ

と
目
標
に
し
て
い
た
最
優
秀
賞
を
受
賞

す
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
嬉
し
か
っ

た
で
す
。
上
位
大
会
が
開
催
さ
れ
な

か
っ
た
の
が
少
し
悔
し
い
で
す
が
、
三

年
間
農
業
情
報
処
理
を
頑
張
れ
た
の
は
、

指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
の
お
か
げ

で
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
将
来
は
こ
の
経
験
を
社
会
が
よ

り
良
く
な
る
方
へ
活
か
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　私
は
今
年
伊
具
高
校
に
入
学
し
て
、

初
め
て
家
畜
と
い
う
分
野
に
触
れ
ま
し

た
。
農
業
ク
ラ
ブ
の
様
々
な
大
会
が
あ

る
中
で
、
家
畜
審
査
競
技
会(

肉
用
牛

の
部)

に
学
校
代
表
と
し
て
選
ば
れ
ま

し
た
。

　本
校
に
は
家
畜
は
お
ら
ず
、
私
自
身

も
間
近
で
牛
を
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た

た
め
、
と
て
も
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。

　家
畜
専
門
の
先
生
に
放
課
後
、
肉
用

牛
の
見
方
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
少
し

だ
け
不
安
が
和
ら
い
だ
気
が
し
ま
し
た
。

　本
番
で
は
、
先
生
に
教
わ
っ
た
こ
と

の
み
に
集
中
し
て
審
査
を
や
ろ
う
と
思

い
臨
み
ま
し
た
。
審
査
を
終
え
て
未
経

産
牛
よ
り
も
経
産
牛
の
審
査
に
自
信
が受　　賞　　者

全国大会西関東で開催

◆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
会
分
野
Ⅰ
類
「
農
業
生
産
・
農
業
経
営
」

　
最
優
秀
賞
（
農
林
水
産
大
臣
賞
）

　
　
水
稲
深
層
元
肥
〜
装
置
開
発
と
新
施
肥
法
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
水
島
　
優
太
　
他
９
名
（
農
業
高
校
）

◆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
会
分
野
Ⅲ
類
「
資
源
活
用
・
地
域
振
興
」

　
最
優
秀
賞
（
文
部
科
学
大
臣
賞
）

　
　
桜
色
の
未
来
　
山
本
　
柚
花
　
他
９
名
（
農
業
高
校
）

◆
意
見
発
表
会
分
野
Ⅰ
類
「
農
業
生
産
・
農
業
経
営
」

　
最
優
秀
賞
（
農
林
水
産
大
臣
賞
）

　
　
末
広
が
り
仙
台
牛
〜
良
質
稲
藁
で
拓
く
未
来
の
ブ
ラ
ン
ド
牛
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
南
條
　
匠
極
（
農
業
高
校
）

◆
意
見
発
表
会
分
野
Ⅱ
類
「
国
土
保
全
・
環
境
創
造
」

　
最
優
秀
賞
（
文
部
科
学
大
臣
賞
）

　
　
真
実
の
環
境
　
鈴
木
　
傑
心
（
農
業
高
校
）

◆
農
業
鑑
定
競
技
会
「
野
菜
」

　
　
優
秀
賞
　
藤
澤
　
茉
由
（
農
業
高
校
）

◆
農
業
鑑
定
競
技
会
「
畜
産
」

　
　
優
秀
賞
　
車
塚
　
颯
太
（
小
牛
田
農
林
高
校
）

　
こ
の
一
年
間
で
学
ん
だ
こ
と

三
春
　
綾
音
（
大
河
原
産
業
・
食
農
）

　
食
品
製
造
を
活
用
し
た
地
域
貢
献
活
動
を
目
指

し
て

佐
藤
　
叶
真
（
石
巻
北
・
総
合
）

◎
招
き
豚
〜
美
里
町
に
幸
せ
を
運
ぶ
〜

車
塚
　
颯
太
（
小
牛
田
農
林
・
農
技
）

　
レ
ス
ト
ラ
ン
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｋ
Ｉ

　
　
〜
丸
森
か
ら
広
め
る
私
の
夢
〜

八
巻
　
ほ
の
か
（
伊
具
・
総
合
）

　○
食
育
の
大
切
さ

阿
部
　
咲
輝
子
（
加
美
農
業
・
生
活
）

○
食
育
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と

後
藤
　
夕
夏
（
登
米
総
合
・
農
業
）

　　
歴
史
あ
る
農
村
と
そ
の
限
界
集
落
に
つ
い
て

岡
本
　
幸
樹
（
南
郷
・
産
技
）

○
農
　

業
　

Ａ

　
星
　
　
晴
斗
・
平
野
　
蒼
大
・
三
浦
　
健
太

◎
農
　

業
　

Ｂ

横
井
　
蒼
志
・
髙
橋
　
颯
太
・
武
川
　
昊
雅

○
加
美
農
業

宍
戸
　
悠
太
・
鈴
木
　
大
輝
・
髙
橋
　
章
良

　
小
牛
田
Ａ

橋
本
　
瑛
太
・
藤
本
　
操
音
・
由
利
　
　
佑

　
小
牛
田
Ｂ

大
和
田  

渓
太
・
菅
原  

瑛
大
・
三
浦  

悠
平

加
美
農
業
　
　
阿
部 

咲
輝
子
・
木
村 

さ
く
ら

南
　
　
郷
　
○
高
橋
　
も
え
・
鈴
木
　
雄
大

小
　

牛
　

田
　
◎
岩
渕
　
亮
汰
・
渡
邊
　
将
仁

農
　
　
業
　
　
太
田
　
侑
吾
・
斎
藤
　
茉
緒

登
米
総
合
　
○
八
乙
女
　
星

亘
　
　
理
　
　
佐
々
木 

愛
華
・
浅
野
　
慈
恩

　
南
　
　
郷

　
　
京
極
未
々
愛
・
本
間
　
唯
穏
・
柳
田
　
恵
絆

◎
伊
　
　
具

　
○
八
巻
ほ
の
か
・
齋
藤  

優
人
・
◎
高
田  

光
希
 

○
小
　

牛
　

田

　
　
浅
野
　
瑞
葉
・
菊
池
　
陽
向
・
野
村
　
緋
夏
 

　
大
　

河
　

原

　
　
斎
藤
　
怜
音
・
大
槻
　
結
花
・
遠
藤
　
望
実
 

　
農
　
　
業

　
　
村
田  

陽
生
・
○
森
谷  

瑠
月
・
田
中  

徠
維
 

○
加
美
農
業

　
　
渋
谷
　
朋
希
・
佐
藤
　
暖
将
・
早
坂
　
健
将
 

　
登
米
総
合

　
　
小
川
　
椛
穂
・
小
野
寺
　
輝
・
熊
谷
　
璃
緒

◎
登
米
総
合

　
　
小
川  

椛
穂
・
◎
熊
谷  

璃
緒
・
小
野
寺  

輝

　
伊
　
　
具

　
　
高
田  

光
希 

・
八
巻 

ほ
の
か
・
阿
部  

由
奈

○
加
美
農
業

　
　
佐
藤
　
暖
将
・
早
坂
　
健
将
・
渋
谷
　
朋
希

　
小
　

牛
　

田

　
　
氏
家
　
陽
菜
・
大
友
　
心
咲
・
佐
藤
　
心
虹

　
農
　
　
業

　
　
星
　
　
晴
斗
・
中
山
　
彩
葉
・
石
井
　
大
晟

　
南
　
　
郷

　
　
京
極 

未
々
愛
・
本
間  

唯
穏
・
柳
田  

恵
絆

○
大
　

河
　

原

　
　
内
海 

彩
花
・
○
岩
佐 

結
衣
・
○
寺
田 

結
衣

最
優
秀
賞

　
山
本
　
柚
花
（
農
業
高
校
・
園
芸
）

　
タ
イ
ト
ル
「
桜
色
の
未
来
」　

　
小
　

牛
　

田
　
　
三
十
四
　
名
　

　
伊
　
　
具
　
　
　
　
三
　
名

　
農
　
　
業
　
　
　
　
四
　
名

　
　

合
　
計
　

　
　
四
十
一
　
名

八
月
四
日（
月
）
　亘理
高
等
学
校

農
業
情
報
処
理
競
技
会

七
月
三
十一日（
木
）
　みや
ぎ
総
合
家
畜
市
場

家
畜
審
査
競
技
会
（
肉
用
牛
の
部
）

八
月
二
十
八
日（
木
）
　加美
農
業
高
等
学
校

平
板
測
量
競
技
会

九
月
二
十
四
日（
水
）
　みや
ぎ
総
合
家
畜
市
場

家
畜
審
査
競
技
会
（
乳
用
牛
の
部
）

F
F
J
上
級
位
検
定

Ｆ
Ｆ
Ｊ
特
級
位
検
定
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全
国
大
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
会

Ⅰ
類
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
て

宮城県農業高等学校

佐　藤　裕　人

全
国
大
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
会

Ⅲ
類
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
て

宮城県農業高等学校

山　本　柚　花

全
国
大
会
農
業
鑑
定
競
技
会

畜
産
の
部
で
優
秀
賞
を
受
賞
し
て

宮城県小牛田農林高等学校

車　塚　颯　太

東
北
大
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
会

Ⅱ
類
で
優
秀
賞
を
受
賞
し
て宮城県農業高等学校

庄　子　怜　未

東
北
連
盟
に
て
取
り
組
み
発
表

を
お
こ
な
っ
て

宮城県大河原産業高等学校

小　室　光　毅

全
国
大
会
意
見
発
表
会
Ⅰ
類
で

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
て

宮城県農業高等学校

南　條　匠　極

全
国
大
会
意
見
発
表
会

Ⅱ
類
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
て

宮城県農業高等学校

鈴　木　傑　心

全
国
大
会
農
業
鑑
定
競
技

野
菜
の
部
で
優
秀
賞
を
受
賞
し
て

宮城県農業高等学校

藤　澤　茉　由

⑸　第　63　号 第　63　号　⑷令和８年３月１日 令和８年３月１日

　
こ
の
成
果
は
、
仲
間
同
士
が
支
え
合

い
、
同
じ
目
標
に
向
か
っ
て
全
力
で
取

り
組
ん
で
き
た
結
果
で
す
。
多
く
の
出

会
い
や
支
え
に
感
謝
し
、
仲
間
に
頼
る

こ
と
、
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
、

こ
れ
か
ら
も
前
向
き
に
歩
ん
で
い
き
た

い
で
す
。

　
原
稿
内
容
は
、
肥
育
牛
が
肝
臓
疾
患

で
病
畜
と
な
っ
た
経
験
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。
そ
の
牛
は
合
格
発
表
の
日
に
父

が
記
念
に
競
り
落
と
し
た
宮
城
県
農
業

高
校
の
牛
で
、
結
果
は
約
百
万
円
の
赤

字
。
経
済
的
損
失
以
上
に
牛
へ
の
申
し

訳
な
さ
を
感
じ
、
原
因
と
対
策
を
探
し

ま
し
た
。
山
形
県
の
齋
藤
農
場
で
研
修

し
、
良
質
の
粗
飼
料
、
特
に
稲
わ
ら
が

重
要
と
学
び
ま
し
た
。
我
が
家
で
は
粗

飼
料
生
産
を
見
直
し
、
稲
わ
ら
の
基
準

を
設
定
。
嗜
好
性
の
高
い
稲
わ
ら
は
肥

育
牛
に
効
果
が
あ
り
、
他
農
家
か
ら
も

高
評
価
。
稲
わ
ら
を
多
く
与
え
る
こ
と

で
Ｂ
Ｍ
Ｓ
８
と
な
り
、
最
高
等
級
に
は

届
か
な
い
も
の
の
、
健
康
で
事
故
率
を

減
ら
し
、
持
続
的
な
経
営
を
実
現
し
た

と
い
う
内
容
で
し
た
。

　
昨
年
の
全
国
で
発
表
し
た
内
容
が
頭

に
残
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
の
原
稿

は
さ
ら
に
自
分
の
思
い
が
強
く
出
せ
る

内
容
で
挑
み
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
、

我
が
家
で
行
っ
て
い
る
当
た
り
ま
え
の

想
い
を
後
輩
へ
と
受
け
継
い
で
い
き
た

い
で
す
。

　
私
た
ち
桜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は
、

「
桜
色
の
未
来
」
を
テ
ー
マ
に
、
学
校

や
地
域
、
こ
れ
ま
で
関
わ
っ
て
く
だ

さ
っ
た
方
々
の
思
い
を
背
負
い
、
全
国

大
会
に
挑
み
ま
し
た
。
大
会
で
は
、
高

温
や
乾
燥
の
影
響
で
全
国
各
地
の
桜
が

弱
っ
て
い
る
現
状
を
受
け
、「
桜
を
次

の
世
代
に
つ
な
ぎ
た
い
」
と
い
う
思
い

か
ら
研
究
を
進
め
、
東
京
大
学
や
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
な
ど
の
助
言
を
得
て
、
酢
酸
と
使

い
捨
て
カ
イ
ロ
を
活
用
し
た
「
桜
色
活

力
剤
」
を
開
発
し
ま
し
た
。
こ
の
活
力

剤
を
用
い
、
被
災
地
や
観
光
名
所
で
桜

を
守
り
な
が
ら
、
地
域
と
協
力
し
て
活

動
を
広
げ
る
取
り
組
み
を
発
表
し
ま
し

た
。

　
全
国
と
い
う
舞
台
に
立
つ
ま
で
、
多

く
の
時
間
と
努
力
を
積
み
重
ね
、
本
番

直
前
ま
で
発
表
や
質
疑
応
答
の
練
習
を

重
ね
ま
し
た
。
本
番
で
は
、
支
え
て
く

だ
さ
っ
た
方
々
や
東
北
大
会
で
競
い

合
っ
た
他
校
の
思
い
も
応
援
を
力
に
変

え
、
笑
顔
で
発
表
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
結
果
発
表
で
名
前
が
呼
ば
れ
た

瞬
間
、
十
四
年
間
続
い
て
き
た
桜
の
研

究
で
初
と
な
る
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
が
間
違
っ
て
い

な
か
っ
た
と
心
か
ら
実
感
し
ま
し
た
。

　
私
た
ち
作
物
部
門
は
、
令
和
七
年
度

農
業
ク
ラ
ブ
宮
城
県
大
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
発
表
Ⅰ
類
に
お
い
て
最
優
秀
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。
東
北
大
会
、
全
国
大
会

へ
と
つ
な
が
る
重
要
な
大
会
で
あ
り
、

こ
れ
ま
で
先
輩
方
が
築
い
て
き
た
伝
統

を
守
り
、
さ
ら
に
前
へ
進
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
強
い
責
任
と
緊
張
感

の
中
で
の
挑
戦
で
し
た
。
大
会
に
向
け

て
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
や
演
示
内
容
を

何
度
も
見
直
し
、
言
葉
の
選
び
方
や
説

明
の
順
序
ま
で
細
か
く
確
認
し
ま
し
た
。

時
に
は
意
見
が
ぶ
つ
か
り
合
う
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
た
び
に
話
し
合

い
を
重
ね
、
仲
間
全
員
で
納
得
で
き
る

形
を
追
求
し
て
き
ま
し
た
。
練
習
で
は

思
う
よ
う
に
成
果
が
出
ず
、
不
安
や
焦

り
を
感
じ
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、

先
輩
方
か
ら
の
経
験
に
基
づ
く
助
言
や
、

山
根
先
生
・
須
田
先
生
の
的
確
な
指
導

が
大
き
な
支
え
と
な
り
ま
し
た
。
本
番

で
は
大
き
な
緊
張
の
中
で
も
、
こ
れ
ま

で
積
み
重
ね
て
き
た
努
力
を
信
じ
、
全

員
が
落
ち
着
い
て
発
表
を
や
り
切
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
結
果
発
表
で
最
優

秀
賞
が
告
げ
ら
れ
た
瞬
間
、
仲
間
と
喜

び
を
分
か
ち
合
い
、
こ
れ
ま
で
の
苦
労

が
報
わ
れ
た
と
実
感
し
ま
し
た
。
こ
の

受
賞
は
私
た
ち
だ
け
の
力
で
は
な
く
、

多
く
の
支
え
が
あ
っ
て
こ
そ
の
成
果
で

す
。
こ
の
経
験
を
糧
に
、
次
の
大
会
へ

向
け
て
さ
ら
に
成
長
し
、
作
物
部
門
の

こ
と
を
隅
か
ら
隅
ま
で
調
べ
直
し
ま
し

た
。
粗
飼
料
生
産
な
ど
実
践
で
き
る
こ

と
は
家
族
と
肩
を
並
べ
な
が
ら
行
い
、

と
て
も
し
ん
ど
か
っ
た
で
す
。
そ
う
し

て
完
成
し
た
原
稿
が
あ
れ
ば
あ
と
は
、

私
が
大
切
に
し
て
い
る
「
発
表
を
楽
し

む
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
頑
張
る
だ
け
で
し

た
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
が
全
国
大
会

二
連
覇
に
つ
な
が
っ
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
支
援
し
て
く
れ
た
多
く

の
方
々
に
感
謝
し
今
後
、
仙
台
牛
の
普

及
に
力
を
尽
く
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
私
は
、
農
業
ク
ラ
ブ
の
大
会
で
意
見

発
表
に
出
場
す
る
と
は
、
高
校
二
年
生

の
頃
に
は
想
像
も
し
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
二
年
生
で
は
先
輩
方
と
共
に
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
発
表
の
発
表
者
を
務
め
て
お

り
、
三
年
生
で
も
同
じ
道
を
歩
む
も
の

だ
と
思
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。

　
そ
の
た
め
、
テ
ー
マ
、
原
稿
作
り
は

時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。
原
稿
は
何
度

も
書
き
直
し
て
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に

し
ま
し
た
。
校
内
審
査
、
校
内
予
選
を

経
て
、
県
大
会
に
進
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
練
習
で
は
う
ま
く
発

表
が
で
き
ず
、
素
直
に
喜
ぶ
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
宮
城

県
大
会
で
は
後
悔
の
な
い
発
表
を
し
よ

う
と
決
意
し
、
本
番
三
週
間
前
か
ら
原

稿
を
読
み
込
み
、
二
週
間
前
か
ら
本
格

的
に
練
習
を
重
ね
ま
し
た
。

　
発
表
当
日
、
前
の
発
表
者
の
良
い
点
、

改
善
点
を
観
察
し
、
自
分
の
発
表
に
活

か
し
ま
し
た
。
本
番
で
は
落
ち
着
い
て

楽
し
く
発
表
で
き
ま
し
た
が
、
質
疑
応

答
は
自
分
な
り
の
工
夫
を
加
え
て
答
え

ら
れ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
先
生
方
か

ら
も
高
い
評
価
を
い
た
だ
き
、
安
心
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
結
果
発
表
で
は
最
優
秀
賞
を
受
賞
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を

糧
に
、
将
来
は
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
規
模
で

環
境
に
や
さ
し
い
稲
作
を
行
う
米
農
家

に
な
る
こ
と
が
私
の
目
標
で
す
。
こ
こ

ま
で
導
い
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、
先

輩
方
へ
の
感
謝
を
胸
に
、
こ
れ
か
ら
も

夢
に
向
か
っ
て
進
み
続
け
ま
す
。

　
今
回
、
農
業
ク
ラ
ブ
全
国
大
会
西
関

東
大
会
の
農
業
鑑
定
競
技
会
に
お
い
て
、

優
秀
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
、
達

成
感
を
感
じ
ま
し
た
。
大
会
に
向
け
た

学
習
で
は
農
業
に
関
す
る
幅
広
い
知
識

が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
覚
え
る
内
容
が

多
く
、
覚
え
ら
れ
る
か
不
安
な
気
持
ち

が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
た
め
、教
科
書
や
、

教
科
書
で
は
わ
か
り
づ
ら
い
こ
と
や
写

真
が
な
い
場
合
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
駆
使
し
な
が
ら
ノ
ー
ト
に
ま
と
め
て
、

少
し
で
も
暗
記
し
や
す
い
よ
う
に
工
夫

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
十
月
に
山
形
県
で
行
わ
れ
た
、
東
北

連
盟
活
動
発
表
会
に
参
加
し
、
大
河
原

産
業
高
校
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
発
表

し
て
き
ま
し
た
。
発
表
会
で
は
、
各
学

校
が
長
年
続
け
て
き
た
伝
統
的
な
活
動

や
、
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
た
工
夫

に
つ
い
て
の
発
表
が
あ
り
、
自
分
た
ち

の
活
動
に
も
取
り
入
れ
た
い
と
感
じ
る

も
の
も
沢
山
あ
り
ま
し
た
。

　
私
た
ち
、
大
河
原
産
業
高
校
も
、
大

産
商
店
で
の
取
り
組
み
や
、
柴
田
農
林

高
校
か
ら
引
き
継
い
だ
一
目
千
本
桜
保

全
活
動
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。
他

の
単
位
ク
ラ
ブ
の
発
表
の
中
で
、
同
じ

農
業
高
校
で
あ
っ
て
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用

方
法
や
、
活
動
の
進
め
方
な
ど
が
学
校

ご
と
に
異
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

学
校
ご
と
の
特
色
が
強
く
出
る
の
だ
と

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

身
近
な
課
題
を
自
分
た
ち
が
工
夫
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
解
決
し
よ
う
と
す
る
姿

勢
に
、
私
自
身
単
位
ク
ラ
ブ
の
会
長
と

し
て
大
き
な
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。

　
今
回
の
発
表
会
を
通
し
て
、
東
北
連

盟
の
農
業
ク
ラ
ブ
が
い
か
に
幅
広
い
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
、
そ
し
て
、

同
じ
高
校
生
が
ど
の
よ
う
に
し
て
農
業

ク
ラ
ブ
だ
け
で
な
く
、
学
校
全
体
を
活

性
化
し
て
い
こ
う
と
取
り
組
ん
で
い
る

を
し
ま
し
た
。
自
分
で
ま
と
め
た
ノ
ー

ト
を
何
回
も
見
て
、
繰
り
返
し
学
習
を

し
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
日
々
の
積

み
重
ね
が
本
番
で
落
ち
着
い
て
問
題
に

取
り
組
む
力
が
つ
い
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。

　
今
回
の
優
秀
賞
の
受
賞
は
、
私
の
努

力
だ
け
で
は
な
く
、
指
導
し
て
く
だ

さ
っ
た
先
生
や
、
支
え
て
く
だ
さ
っ
た

先
生
と
生
徒
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。
農
業
鑑
定
競
技
を
通

し
て
、
身
に
つ
け
た
知
識
や
学
び
の
姿

勢
を
、
今
後
の
学
習
や
将
来
に
活
か
し

て
い
き
た
い
で
す
。

　
こ
の
た
び
は
、
日
本
学
校
農
業
ク
ラ

ブ
連
盟
全
国
大
会
農
業
鑑
定
競
技
会
畜

産
の
部
に
お
い
て
、
優
秀
賞
と
い
う
名

誉
あ
る
賞
を
い
た
だ
き
、
大
変
光
栄
に

感
じ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
成
果
は
、
日

頃
か
ら
ご
指
導
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、

共
に
畜
産
を
学
ん
だ
仲
間
、
そ
し
て
家

族
の
支
え
が
あ
っ
て
こ
そ
得
ら
れ
た
も

の
で
す
。
競
技
に
向
け
た
学
習
で
は
、

家
畜
の
品
種
や
特
徴
、
飼
養
管
理
な
ど

の
専
門
的
な
知
識
を
幅
広
く
学
習
し
ま

し
た
。
理
解
が
追
い
つ
か
ず
苦
労
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
畜
産
担
当
の

先
生
か
ら
の
指
導
や
畜
産
の
授
業
の
内

容
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
継
続
し
て

学
習
す
る
こ
と
で
理
解
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
、
学
ぶ
楽
し
さ
と
達
成
感
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
経
験
を
通
し
て
、
将
来
は
畜
産

に
つ
い
て
よ
り
専
門
的
・
科
学
的
に
学

び
た
い
と
い
う
目
標
が
明
確
に
な
り
ま

し
た
。
今
回
の
受
賞
を
励
み
に
、
大
学

進
学
後
は
高
校
で
培
っ
た
農
業
の
基
礎

　
私
た
ち
は
、
宮
城
県
で
開
催
さ
れ
た

農
業
ク
ラ
ブ
県
大
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発

表
Ⅱ
類
に
出
場
し
ま
し
た
。
発
表
内
容

は
、
田
植
え
の
際
に
使
用
す
る
肥
料
の

構
造
・
施
肥
量
・
施
肥
位
置
を
工
夫
す

る
こ
と
で
、
窒
素
の
溶
出
量
を
抑
え
、

環
境
保
全
に
つ
な
げ
る
と
い
う
研
究
で

す
。
メ
ン
バ
ー
は
三
年
生
二
人
、
二
年

生
四
人
、
一
年
生
三
人
の
計
九
人
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
限
ら
れ
た
時
間

の
中
で
し
た
が
、
大
会
前
の
夏
休
み
に

集
ま
り
、
発
表
練
習
を
重
ね
て
本
番
に

臨
み
ま
し
た
。

　
私
は
昨
年
度
に
続
き
発
表
者
を
担
当

し
ま
し
た
が
、
他
の
メ
ン
バ
ー
の
多
く

は
初
参
加
や
初
め
て
の
役
職
で
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
が
練
習
を
通
し
て
課
題
を
見

つ
け
、
話
し
合
い
を
重
ね
な
が
ら
、
全

員
で
一
つ
の
発
表
を
作
り
上
げ
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
卒
業
生
の
先
輩
方
に
も

練
習
に
来
て
い
た
だ
き
、
具
体
的
な
ア

ド
バ
イ
ス
や
お
手
本
を
示
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
本
番
直
前
に
は
先
生
方
に
も

発
表
を
見
て
い
た
だ
き
、
温
か
い
励
ま

し
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
結
果

と
し
て
最
優
秀
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
後
輩
た
ち
が
来
年
度
さ

ら
に
成
長
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。
最
後
に
、
共
に
励
ん
だ
Ⅱ
類

の
仲
間
、
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生

方
、
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
先
輩
方
へ
心

か
ら
感
謝
し
ま
す
。
三
年
間
、
本
当
に

受　　賞　　者

山
形
県
で
東
北
大
会
開
催

◆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
会

　
分
野
Ⅰ
類
「
農
業
生
産
・
農
業
経
営
」

　
　
最
優
秀
賞
　
Ｒ
ｅ
：
温
故
知
新
〜
深
層
施
肥
〜

　
　
　
皆
川
　
快
葵
・
水
島
　
優
太
・
櫻
井
　
瑠
依

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
他
７
名
（
農
業
高
校
）

　
分
野
Ⅱ
類
「
国
土
保
全
・
環
境
創
造
」

　
　
優
秀
賞
　
＃
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
マ
イ
プ
ラ
〜
環
境
革
命
〜

　
　
　
庄
子
　
怜
未
・
小
川
　
陽
己
・
樋
口
　
世
夏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
他
７
名
（
農
業
高
校
）

　
分
野
Ⅲ
類
「
資
源
活
用
・
地
域
振
興
」

　
　
最
優
秀
賞
　
桜
色
の
未
来

　
　
　
山
本
　
柚
花
・
小
野
　
結
衣
　
他
６
名
（
農
業
高
校
）

◆
意
見
発
表
会

　
分
野
Ⅰ
類
「
農
業
生
産
・
農
業
経
営
」

　
　
最
優
秀
賞
　
末
広
が
り
仙
台
牛

　
　
　
〜
良
質
稲
藁
で
拓
く
未
来
の
ブ
ラ
ン
ド
牛
〜

　
　
　
　
南
條
　
匠
極
（
農
業
高
校
）

　
分
野
Ⅱ
類
「
国
土
保
全
・
環
境
創
造
」

　
　
最
優
秀
賞
　
真
実
の
環
境

　
　
　
　
鈴
木
　
傑
心
（
農
業
高
校
）

　
分
野
Ⅲ
類
「
資
源
活
用
・
地
域
振
興
」

　
　
優
秀
賞
　
一
石
三
鳥
　
〜
幸
せ
を
運
ぶ
招
き
豚
〜

　
　
　
　
車
塚
　
颯
太
（
小
牛
田
農
林
高
校
）

知
識
を
土
台
と
し
て
課
題
解
決
力
を
身

に
付
け
、
持
続
可
能
な
地
域
循
環
型
農

業
の
実
現
に
貢
献
で
き
る
人
材
へ
成
長

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
最

後
に
な
り
ま
し
た
が
、
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
す
べ
て
の
方
々
に
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
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全
国
大
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
会

Ⅰ
類
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
て

宮城県農業高等学校

佐　藤　裕　人

全
国
大
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
会

Ⅲ
類
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
て

宮城県農業高等学校

山　本　柚　花

全
国
大
会
農
業
鑑
定
競
技
会

畜
産
の
部
で
優
秀
賞
を
受
賞
し
て

宮城県小牛田農林高等学校

車　塚　颯　太

東
北
大
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
会

Ⅱ
類
で
優
秀
賞
を
受
賞
し
て宮城県農業高等学校

庄　子　怜　未

東
北
連
盟
に
て
取
り
組
み
発
表

を
お
こ
な
っ
て

宮城県大河原産業高等学校

小　室　光　毅

全
国
大
会
意
見
発
表
会
Ⅰ
類
で

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
て

宮城県農業高等学校

南　條　匠　極

全
国
大
会
意
見
発
表
会

Ⅱ
類
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
て

宮城県農業高等学校

鈴　木　傑　心

全
国
大
会
農
業
鑑
定
競
技

野
菜
の
部
で
優
秀
賞
を
受
賞
し
て

宮城県農業高等学校
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こ
の
成
果
は
、
仲
間
同
士
が
支
え
合

い
、
同
じ
目
標
に
向
か
っ
て
全
力
で
取

り
組
ん
で
き
た
結
果
で
す
。
多
く
の
出

会
い
や
支
え
に
感
謝
し
、
仲
間
に
頼
る

こ
と
、
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
、

こ
れ
か
ら
も
前
向
き
に
歩
ん
で
い
き
た

い
で
す
。

　
原
稿
内
容
は
、
肥
育
牛
が
肝
臓
疾
患

で
病
畜
と
な
っ
た
経
験
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。
そ
の
牛
は
合
格
発
表
の
日
に
父

が
記
念
に
競
り
落
と
し
た
宮
城
県
農
業

高
校
の
牛
で
、
結
果
は
約
百
万
円
の
赤

字
。
経
済
的
損
失
以
上
に
牛
へ
の
申
し

訳
な
さ
を
感
じ
、
原
因
と
対
策
を
探
し

ま
し
た
。
山
形
県
の
齋
藤
農
場
で
研
修

し
、
良
質
の
粗
飼
料
、
特
に
稲
わ
ら
が

重
要
と
学
び
ま
し
た
。
我
が
家
で
は
粗

飼
料
生
産
を
見
直
し
、
稲
わ
ら
の
基
準

を
設
定
。
嗜
好
性
の
高
い
稲
わ
ら
は
肥

育
牛
に
効
果
が
あ
り
、
他
農
家
か
ら
も

高
評
価
。
稲
わ
ら
を
多
く
与
え
る
こ
と

で
Ｂ
Ｍ
Ｓ
８
と
な
り
、
最
高
等
級
に
は

届
か
な
い
も
の
の
、
健
康
で
事
故
率
を

減
ら
し
、
持
続
的
な
経
営
を
実
現
し
た

と
い
う
内
容
で
し
た
。

　
昨
年
の
全
国
で
発
表
し
た
内
容
が
頭

に
残
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
の
原
稿

は
さ
ら
に
自
分
の
思
い
が
強
く
出
せ
る

内
容
で
挑
み
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
、

我
が
家
で
行
っ
て
い
る
当
た
り
ま
え
の

想
い
を
後
輩
へ
と
受
け
継
い
で
い
き
た

い
で
す
。

　
私
た
ち
桜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は
、

「
桜
色
の
未
来
」
を
テ
ー
マ
に
、
学
校

や
地
域
、
こ
れ
ま
で
関
わ
っ
て
く
だ

さ
っ
た
方
々
の
思
い
を
背
負
い
、
全
国

大
会
に
挑
み
ま
し
た
。
大
会
で
は
、
高

温
や
乾
燥
の
影
響
で
全
国
各
地
の
桜
が

弱
っ
て
い
る
現
状
を
受
け
、「
桜
を
次

の
世
代
に
つ
な
ぎ
た
い
」
と
い
う
思
い

か
ら
研
究
を
進
め
、
東
京
大
学
や
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
な
ど
の
助
言
を
得
て
、
酢
酸
と
使

い
捨
て
カ
イ
ロ
を
活
用
し
た
「
桜
色
活

力
剤
」
を
開
発
し
ま
し
た
。
こ
の
活
力

剤
を
用
い
、
被
災
地
や
観
光
名
所
で
桜

を
守
り
な
が
ら
、
地
域
と
協
力
し
て
活

動
を
広
げ
る
取
り
組
み
を
発
表
し
ま
し

た
。

　
全
国
と
い
う
舞
台
に
立
つ
ま
で
、
多

く
の
時
間
と
努
力
を
積
み
重
ね
、
本
番

直
前
ま
で
発
表
や
質
疑
応
答
の
練
習
を

重
ね
ま
し
た
。
本
番
で
は
、
支
え
て
く

だ
さ
っ
た
方
々
や
東
北
大
会
で
競
い

合
っ
た
他
校
の
思
い
も
応
援
を
力
に
変

え
、
笑
顔
で
発
表
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
結
果
発
表
で
名
前
が
呼
ば
れ
た

瞬
間
、
十
四
年
間
続
い
て
き
た
桜
の
研

究
で
初
と
な
る
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
が
間
違
っ
て
い

な
か
っ
た
と
心
か
ら
実
感
し
ま
し
た
。

　
私
た
ち
作
物
部
門
は
、
令
和
七
年
度

農
業
ク
ラ
ブ
宮
城
県
大
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
発
表
Ⅰ
類
に
お
い
て
最
優
秀
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。
東
北
大
会
、
全
国
大
会

へ
と
つ
な
が
る
重
要
な
大
会
で
あ
り
、

こ
れ
ま
で
先
輩
方
が
築
い
て
き
た
伝
統

を
守
り
、
さ
ら
に
前
へ
進
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
強
い
責
任
と
緊
張
感

の
中
で
の
挑
戦
で
し
た
。
大
会
に
向
け

て
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
や
演
示
内
容
を

何
度
も
見
直
し
、
言
葉
の
選
び
方
や
説

明
の
順
序
ま
で
細
か
く
確
認
し
ま
し
た
。

時
に
は
意
見
が
ぶ
つ
か
り
合
う
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
た
び
に
話
し
合

い
を
重
ね
、
仲
間
全
員
で
納
得
で
き
る

形
を
追
求
し
て
き
ま
し
た
。
練
習
で
は

思
う
よ
う
に
成
果
が
出
ず
、
不
安
や
焦

り
を
感
じ
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、

先
輩
方
か
ら
の
経
験
に
基
づ
く
助
言
や
、

山
根
先
生
・
須
田
先
生
の
的
確
な
指
導

が
大
き
な
支
え
と
な
り
ま
し
た
。
本
番

で
は
大
き
な
緊
張
の
中
で
も
、
こ
れ
ま

で
積
み
重
ね
て
き
た
努
力
を
信
じ
、
全

員
が
落
ち
着
い
て
発
表
を
や
り
切
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
結
果
発
表
で
最
優

秀
賞
が
告
げ
ら
れ
た
瞬
間
、
仲
間
と
喜

び
を
分
か
ち
合
い
、
こ
れ
ま
で
の
苦
労

が
報
わ
れ
た
と
実
感
し
ま
し
た
。
こ
の

受
賞
は
私
た
ち
だ
け
の
力
で
は
な
く
、

多
く
の
支
え
が
あ
っ
て
こ
そ
の
成
果
で

す
。
こ
の
経
験
を
糧
に
、
次
の
大
会
へ

向
け
て
さ
ら
に
成
長
し
、
作
物
部
門
の

こ
と
を
隅
か
ら
隅
ま
で
調
べ
直
し
ま
し

た
。
粗
飼
料
生
産
な
ど
実
践
で
き
る
こ

と
は
家
族
と
肩
を
並
べ
な
が
ら
行
い
、

と
て
も
し
ん
ど
か
っ
た
で
す
。
そ
う
し

て
完
成
し
た
原
稿
が
あ
れ
ば
あ
と
は
、

私
が
大
切
に
し
て
い
る
「
発
表
を
楽
し

む
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
頑
張
る
だ
け
で
し

た
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
が
全
国
大
会

二
連
覇
に
つ
な
が
っ
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
支
援
し
て
く
れ
た
多
く

の
方
々
に
感
謝
し
今
後
、
仙
台
牛
の
普

及
に
力
を
尽
く
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
私
は
、
農
業
ク
ラ
ブ
の
大
会
で
意
見

発
表
に
出
場
す
る
と
は
、
高
校
二
年
生

の
頃
に
は
想
像
も
し
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
二
年
生
で
は
先
輩
方
と
共
に
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
発
表
の
発
表
者
を
務
め
て
お

り
、
三
年
生
で
も
同
じ
道
を
歩
む
も
の

だ
と
思
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。

　
そ
の
た
め
、
テ
ー
マ
、
原
稿
作
り
は

時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。
原
稿
は
何
度

も
書
き
直
し
て
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に

し
ま
し
た
。
校
内
審
査
、
校
内
予
選
を

経
て
、
県
大
会
に
進
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
練
習
で
は
う
ま
く
発

表
が
で
き
ず
、
素
直
に
喜
ぶ
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
宮
城

県
大
会
で
は
後
悔
の
な
い
発
表
を
し
よ

う
と
決
意
し
、
本
番
三
週
間
前
か
ら
原

稿
を
読
み
込
み
、
二
週
間
前
か
ら
本
格

的
に
練
習
を
重
ね
ま
し
た
。

　
発
表
当
日
、
前
の
発
表
者
の
良
い
点
、

改
善
点
を
観
察
し
、
自
分
の
発
表
に
活

か
し
ま
し
た
。
本
番
で
は
落
ち
着
い
て

楽
し
く
発
表
で
き
ま
し
た
が
、
質
疑
応

答
は
自
分
な
り
の
工
夫
を
加
え
て
答
え

ら
れ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
先
生
方
か

ら
も
高
い
評
価
を
い
た
だ
き
、
安
心
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
結
果
発
表
で
は
最
優
秀
賞
を
受
賞
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を

糧
に
、
将
来
は
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
規
模
で

環
境
に
や
さ
し
い
稲
作
を
行
う
米
農
家

に
な
る
こ
と
が
私
の
目
標
で
す
。
こ
こ

ま
で
導
い
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、
先

輩
方
へ
の
感
謝
を
胸
に
、
こ
れ
か
ら
も

夢
に
向
か
っ
て
進
み
続
け
ま
す
。

　
今
回
、
農
業
ク
ラ
ブ
全
国
大
会
西
関

東
大
会
の
農
業
鑑
定
競
技
会
に
お
い
て
、

優
秀
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
、
達

成
感
を
感
じ
ま
し
た
。
大
会
に
向
け
た

学
習
で
は
農
業
に
関
す
る
幅
広
い
知
識

が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
覚
え
る
内
容
が

多
く
、
覚
え
ら
れ
る
か
不
安
な
気
持
ち

が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
た
め
、教
科
書
や
、

教
科
書
で
は
わ
か
り
づ
ら
い
こ
と
や
写

真
が
な
い
場
合
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
駆
使
し
な
が
ら
ノ
ー
ト
に
ま
と
め
て
、

少
し
で
も
暗
記
し
や
す
い
よ
う
に
工
夫

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
十
月
に
山
形
県
で
行
わ
れ
た
、
東
北

連
盟
活
動
発
表
会
に
参
加
し
、
大
河
原

産
業
高
校
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
発
表

し
て
き
ま
し
た
。
発
表
会
で
は
、
各
学

校
が
長
年
続
け
て
き
た
伝
統
的
な
活
動

や
、
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
た
工
夫

に
つ
い
て
の
発
表
が
あ
り
、
自
分
た
ち

の
活
動
に
も
取
り
入
れ
た
い
と
感
じ
る

も
の
も
沢
山
あ
り
ま
し
た
。

　
私
た
ち
、
大
河
原
産
業
高
校
も
、
大

産
商
店
で
の
取
り
組
み
や
、
柴
田
農
林

高
校
か
ら
引
き
継
い
だ
一
目
千
本
桜
保

全
活
動
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。
他

の
単
位
ク
ラ
ブ
の
発
表
の
中
で
、
同
じ

農
業
高
校
で
あ
っ
て
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用

方
法
や
、
活
動
の
進
め
方
な
ど
が
学
校

ご
と
に
異
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

学
校
ご
と
の
特
色
が
強
く
出
る
の
だ
と

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

身
近
な
課
題
を
自
分
た
ち
が
工
夫
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
解
決
し
よ
う
と
す
る
姿

勢
に
、
私
自
身
単
位
ク
ラ
ブ
の
会
長
と

し
て
大
き
な
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。

　
今
回
の
発
表
会
を
通
し
て
、
東
北
連

盟
の
農
業
ク
ラ
ブ
が
い
か
に
幅
広
い
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
、
そ
し
て
、

同
じ
高
校
生
が
ど
の
よ
う
に
し
て
農
業

ク
ラ
ブ
だ
け
で
な
く
、
学
校
全
体
を
活

性
化
し
て
い
こ
う
と
取
り
組
ん
で
い
る

を
し
ま
し
た
。
自
分
で
ま
と
め
た
ノ
ー

ト
を
何
回
も
見
て
、
繰
り
返
し
学
習
を

し
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
日
々
の
積

み
重
ね
が
本
番
で
落
ち
着
い
て
問
題
に

取
り
組
む
力
が
つ
い
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。

　
今
回
の
優
秀
賞
の
受
賞
は
、
私
の
努

力
だ
け
で
は
な
く
、
指
導
し
て
く
だ

さ
っ
た
先
生
や
、
支
え
て
く
だ
さ
っ
た

先
生
と
生
徒
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。
農
業
鑑
定
競
技
を
通

し
て
、
身
に
つ
け
た
知
識
や
学
び
の
姿

勢
を
、
今
後
の
学
習
や
将
来
に
活
か
し

て
い
き
た
い
で
す
。

　
こ
の
た
び
は
、
日
本
学
校
農
業
ク
ラ

ブ
連
盟
全
国
大
会
農
業
鑑
定
競
技
会
畜

産
の
部
に
お
い
て
、
優
秀
賞
と
い
う
名

誉
あ
る
賞
を
い
た
だ
き
、
大
変
光
栄
に

感
じ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
成
果
は
、
日

頃
か
ら
ご
指
導
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、

共
に
畜
産
を
学
ん
だ
仲
間
、
そ
し
て
家

族
の
支
え
が
あ
っ
て
こ
そ
得
ら
れ
た
も

の
で
す
。
競
技
に
向
け
た
学
習
で
は
、

家
畜
の
品
種
や
特
徴
、
飼
養
管
理
な
ど

の
専
門
的
な
知
識
を
幅
広
く
学
習
し
ま

し
た
。
理
解
が
追
い
つ
か
ず
苦
労
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
畜
産
担
当
の

先
生
か
ら
の
指
導
や
畜
産
の
授
業
の
内

容
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
継
続
し
て

学
習
す
る
こ
と
で
理
解
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
、
学
ぶ
楽
し
さ
と
達
成
感
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
経
験
を
通
し
て
、
将
来
は
畜
産

に
つ
い
て
よ
り
専
門
的
・
科
学
的
に
学

び
た
い
と
い
う
目
標
が
明
確
に
な
り
ま

し
た
。
今
回
の
受
賞
を
励
み
に
、
大
学

進
学
後
は
高
校
で
培
っ
た
農
業
の
基
礎

　
私
た
ち
は
、
宮
城
県
で
開
催
さ
れ
た

農
業
ク
ラ
ブ
県
大
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発

表
Ⅱ
類
に
出
場
し
ま
し
た
。
発
表
内
容

は
、
田
植
え
の
際
に
使
用
す
る
肥
料
の

構
造
・
施
肥
量
・
施
肥
位
置
を
工
夫
す

る
こ
と
で
、
窒
素
の
溶
出
量
を
抑
え
、

環
境
保
全
に
つ
な
げ
る
と
い
う
研
究
で

す
。
メ
ン
バ
ー
は
三
年
生
二
人
、
二
年

生
四
人
、
一
年
生
三
人
の
計
九
人
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
限
ら
れ
た
時
間

の
中
で
し
た
が
、
大
会
前
の
夏
休
み
に

集
ま
り
、
発
表
練
習
を
重
ね
て
本
番
に

臨
み
ま
し
た
。

　
私
は
昨
年
度
に
続
き
発
表
者
を
担
当

し
ま
し
た
が
、
他
の
メ
ン
バ
ー
の
多
く

は
初
参
加
や
初
め
て
の
役
職
で
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
が
練
習
を
通
し
て
課
題
を
見

つ
け
、
話
し
合
い
を
重
ね
な
が
ら
、
全

員
で
一
つ
の
発
表
を
作
り
上
げ
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
卒
業
生
の
先
輩
方
に
も

練
習
に
来
て
い
た
だ
き
、
具
体
的
な
ア

ド
バ
イ
ス
や
お
手
本
を
示
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
本
番
直
前
に
は
先
生
方
に
も

発
表
を
見
て
い
た
だ
き
、
温
か
い
励
ま

し
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
結
果

と
し
て
最
優
秀
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
後
輩
た
ち
が
来
年
度
さ

ら
に
成
長
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。
最
後
に
、
共
に
励
ん
だ
Ⅱ
類

の
仲
間
、
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生

方
、
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
先
輩
方
へ
心

か
ら
感
謝
し
ま
す
。
三
年
間
、
本
当
に

受　　賞　　者

山
形
県
で
東
北
大
会
開
催

◆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
会

　
分
野
Ⅰ
類
「
農
業
生
産
・
農
業
経
営
」

　
　
最
優
秀
賞
　
Ｒ
ｅ
：
温
故
知
新
〜
深
層
施
肥
〜

　
　
　
皆
川
　
快
葵
・
水
島
　
優
太
・
櫻
井
　
瑠
依

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
他
７
名
（
農
業
高
校
）

　
分
野
Ⅱ
類
「
国
土
保
全
・
環
境
創
造
」

　
　
優
秀
賞
　
＃
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
マ
イ
プ
ラ
〜
環
境
革
命
〜

　
　
　
庄
子
　
怜
未
・
小
川
　
陽
己
・
樋
口
　
世
夏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
他
７
名
（
農
業
高
校
）

　
分
野
Ⅲ
類
「
資
源
活
用
・
地
域
振
興
」

　
　
最
優
秀
賞
　
桜
色
の
未
来

　
　
　
山
本
　
柚
花
・
小
野
　
結
衣
　
他
６
名
（
農
業
高
校
）

◆
意
見
発
表
会

　
分
野
Ⅰ
類
「
農
業
生
産
・
農
業
経
営
」

　
　
最
優
秀
賞
　
末
広
が
り
仙
台
牛

　
　
　
〜
良
質
稲
藁
で
拓
く
未
来
の
ブ
ラ
ン
ド
牛
〜

　
　
　
　
南
條
　
匠
極
（
農
業
高
校
）

　
分
野
Ⅱ
類
「
国
土
保
全
・
環
境
創
造
」

　
　
最
優
秀
賞
　
真
実
の
環
境

　
　
　
　
鈴
木
　
傑
心
（
農
業
高
校
）

　
分
野
Ⅲ
類
「
資
源
活
用
・
地
域
振
興
」

　
　
優
秀
賞
　
一
石
三
鳥
　
〜
幸
せ
を
運
ぶ
招
き
豚
〜

　
　
　
　
車
塚
　
颯
太
（
小
牛
田
農
林
高
校
）

知
識
を
土
台
と
し
て
課
題
解
決
力
を
身

に
付
け
、
持
続
可
能
な
地
域
循
環
型
農

業
の
実
現
に
貢
献
で
き
る
人
材
へ
成
長

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
最

後
に
な
り
ま
し
た
が
、
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
す
べ
て
の
方
々
に
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
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大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン

県
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
会
で

発
表
を
し
て

宮城県大河原産業高等学校

阿　部　七　海

県
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
会
で

発
表
し
て

宮城県南郷高等学校

高　橋　も　え

代
議
員
会
に
参
加
し
て宮城県迫桜高等学校

千　葉　楓　我

代
議
員
会
に
参
加
し
て

宮城県本吉響高等学校

菅　原　和　樹

県
意
見
発
表
会
で
発
表
し
て

宮城県石巻北高等学校

佐　藤　叶　真
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二
年
次
か
ら
迫
桜
高
校
ア
グ
リ
ビ
ジ

ネ
ス
系
列
の
副
会
長
と
し
て
代
議
員
会

に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
代
議
員
会
で
は
各
学
校
で
の

取
り
組
み
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
紹
介
、

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
代
表

同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
代
議
員
会

の
会
長
、
副
会
長
な
ど
の
役
職
決
め
、

こ
れ
か
ら
の
農
業
に
つ
い
て
な
ど
各
種

議
題
の
話
し
合
い
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

学
校
ご
と
に
行
っ
て
い
る
行
事
や
特
色

あ
る
授
業
な
ど
自
分
の
学
校
と
は
違
う

部
分
を
知
る
こ
と
が
で
き
自
分
の
学
校

で
の
活
動
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思

う
考
え
が
た
く
さ
ん
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
生
徒
主
体
で
の
活
動
だ
っ
た

た
め
、
お
互
い
緊
張
し
つ
つ
も
話
し
て

い
る
う
ち
に
打
ち
解
け
、
積
極
的
に
話

し
合
い
が
出
来
ま
し
た
。
参
加
し
た
最

後
の
代
議
員
会
で
は
各
校
で
生
産
し
た

ネ
ギ
を
持
参
し
て
特
徴
や
品
種
に
つ
い

て
紹
介
す
る
な
ど
例
年
に
は
な
か
っ
た

新
し
い
取
り
組
み
も
増
え
ま
し
た
。

　
代
議
員
会
に
参
加
し
て
、
各
農
業
高

校
の
活
動
や
目
標
な
ど
を
知
る
こ
と
が

で
き
、
自
分
の
学
校
に
足
り
な
い
と
こ

ろ
や
工
夫
し
て
い
き
た
い
所
を
た
く
さ

ん
学
べ
る
場
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
農
業
に
関
心
を
持
っ
て
い

る
生
徒
が
主
体
的
に
活
動
し
、
農
業
の

発
展
、
振
興
に
努
め
る
活
動
を
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
私
は
、
宮
城
県
本
吉
響
高
等
学
校
の

農
業
ク
ラ
ブ
会
長
を
務
め
た
こ
と
で
、

以
前
の
自
分
よ
り
も
多
く
の
面
で
成
長

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
農
業
に
関

す
る
知
識
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
私
は
、

会
長
に
就
任
し
た
当
初
、「
緊
張
」と「
不

安
」
が
入
り
交
じ
っ
た
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
し
た
。
し
か
し
、
代
議
員
会
に

何
度
も
参
加
す
る
う
ち
に
、
響
高
校
の

代
表
と
し
て
出
席
し
て
い
る
と
い
う
自

覚
が
芽
生
え
、
会
長
と
し
て
の
使
命
感

を
持
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
発
言
の
場
で
は
、
自
分
た
ち

の
学
校
で
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い

る
の
か
を
、
以
前
よ
り
も
明
確
に
伝
え

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

十
二
月
に
行
わ
れ
た
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

で
は
、
名
刺
交
換
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
通
し
て
他
校
の
ク
ラ
ブ
員
と
交
流

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
話
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
お

互
い
の
思
い
を
共
有
し
合
い
、
会
長
と

し
て
の
自
信
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
農
業
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
通
し
て
、
こ

の
よ
う
な
貴
重
な
経
験
を
積
み
、
自
分

自
身
が
大
き
く
成
長
で
き
た
と
実
感
し

て
い
ま
す
。
こ
の
貴
重
な
経
験
を
生
か

し
て
こ
れ
か
ら
も
農
業
分
野
に
関
わ
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

じ
ま
し
た
。
今
回
の
発
表
を
通
し
て
自

分
の
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
大
切
に
し
、

卒
業
後
の
学
び
を
深
め
て
い
き
た
い
で

す
。

　
私
は
、
七
月
十
五
日
に
大
河
原
町
中

央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
た
、
県
意
見
発

表
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
私
は
Ⅲ
類
に

出
場
し
内
容
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習

で
取
り
組
ん
で
い
る
「
食
品
製
造
を
活

用
し
た
地
域
貢
献
活
動
」
に
つ
い
て
発

表
し
ま
し
た
。
県
意
見
発
表
会
は
大
河

原
産
業
高
校
と
石
巻
北
高
校
の
合
同
開

催
で
、
石
巻
北
高
校
は
開
会
式
と
Ⅲ
類

の
運
営
を
担
当
し
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
メ

イ
ト
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
落
ち
着
い
て

発
表
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
結
果

は
入
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
出
場
者
の
発
表
を
聴
い
て
、
他

校
の
取
り
組
み
や
農
業
に
対
す
る
思
い

を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
わ

か
り
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　
意
見
発
表
会
を
通
し
て
、
農
業
に
対

す
る
考
え
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
意
見
発
表
会
の
経
験
を
今

後
社
会
に
出
て
も
活
か
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
指
導
し
て
い
た
だ
い
た

先
生
方
、
応
援
し
て
く
れ
た
皆
さ
ん
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
発
表
会
に
向
け
た
準
備
の
中
で
、
毎

年
の
最
優
秀
発
表
校
の
発
表
を
聞
き
、

準
備
段
階
か
ら
放
た
れ
る
雰
囲
気
の
違

い
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、

こ
こ
ま
で
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と

不
安
と
緊
張
を
感
じ
続
け
て
い
ま
し
た
。

今
思
え
ば
、
正
直
、
気
持
ち
で
負
け
て

し
ま
っ
て
い
た
部
分
も
あ
っ
た
と
感
じ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
練
習
を
重
ね
る

中
で
「
私
た
ち
は
私
た
ち
な
り
に
、
私

た
ち
ら
し
い
発
表
に
し
よ
う
」
と
、
本

番
に
向
け
て
原
稿
を
ス
ム
ー
ズ
に
読
む

こ
と
が
苦
手
な
自
分
と
向
き
合
い
、
口

を
し
っ
か
り
開
け
、ゆ
っ
く
り
、丁
寧
に
、

聴
衆
に
聞
き
や
す
く
、
心
地
よ
い
話
し

方
を
心
が
け
ま
し
た
。

　
部
活
動
な
ど
で
全
員
が
集
ま
る
時
間

を
確
保
す
る
の
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
顧
問
の
先
生
が
配
慮
し

て
時
間
を
作
っ
て
下
さ
り
、
本
番
ま
で

打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
本
番
で
は
、
緊
張
か
ら
制
限
時
間
を

越
え
て
し
ま
い
悔
し
さ
が
残
り
ま
し
た

が
、
仲
間
の
「
大
丈
夫
だ
よ
」
と
い
う

言
葉
に
も
支
え
ら
れ
、
チ
ー
ム
の
絆
と

感
謝
の
気
持
ち
を
強
く
感
じ
た
発
表
会

と
な
り
ま
し
た
。
発
表
後
は
先
生
方
か

ら
『
大
産
商
店
の
一
味
唐
辛
子
』
を
実

際
に
買
い
た
い
と
い
う
言
葉
も
頂
き
、

自
分
た
ち
の
取
り
組
み
が
伝
わ
っ
た
と

感
じ
、
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
県
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
会

に
参
加
し
て
、
一
番
強
く
感
じ
た
こ
と

は
伝
え
る
こ
と
の
「
難
し
さ
」
と
「
楽

し
さ
」
で
す
。

　
私
た
ち
は
こ
れ
ま
で
課
題
研
究
で
の

学
習
活
動
を
通
し
て
、
ケ
イ
酸
を
利
用

し
た
高
温
障
害
に
対
応
す
る
米
作
り
に

関
す
る
研
究
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た

が
、
そ
れ
を
限
ら
れ
た
時
間
内
に
他
校

の
生
徒
や
先
生
方
、
審
査
員
の
方
々
に

理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
は
想
像
以
上
に

大
変
で
し
た
。 

本
番
ま
で
に
何
度
も
リ

ハ
ー
サ
ル
を
重
ね
、
ス
ラ
イ
ド
を
調
整

し
た
結
果
、
当
日
は
大
き
な
ミ
ス
な
く

自
分
た
ち
の
想
い
や
研
究
の
成
果
を
伝

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
他
校
の
独
創
的
な
ア
イ
デ
ア
や
熱
意

に
も
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
が
、同
時
に「
自

分
た
ち
も
負
け
て
い
ら
れ
な
い
」
と
大

き
な
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
貴
重

な
経
験
を
今
後
の
活
動
に
活
か
し
、
米

作
り
に
貢
献
で
き
る
よ
う
頑
張
り
た
い

で
す
。

日本学校農業クラブ連盟
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…
最
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優
秀
賞

　☆
…
特
別
奨
励
賞
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お
よ
び
競
技
会
成
績
一
覧

令
和
七
年
度

　各
種
発
表
会

　

 

お
よ
び
競
技
会
成
績
一
覧

令
和
七
年
度

　各
種
発
表
会

　

 

お
よ
び
競
技
会
成
績
一
覧

令
和
七
年
度

　各
種
発
表
会

　

 

お
よ
び
競
技
会
成
績
一
覧

十
二
月
十
一
日（
木
）
　宮
城
県
農
業
高
等
学
校

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
会

七
月
十
五
日（
火
）
　大河
原
町
中
央
公
民
館

意
見
発
表
会

最
優
秀
賞
　

　「宮
城
の
大
地
か
ら
咲
か
せ
よ
う
！

　農
ク
の
笑
顔
の
花
を
」

　
　石
巻
北
高
校

　
　
　総
合
学
科
食
農
系
列三

年

　小
松

　直
寛

優
秀
賞

　「若
人
よ
羽
ば
た
け
明
日
の
農
業
へ
」

　
　小
牛
田
農
林
高
校

　
　
　農
業
技
術
科
農
業
科
学
コ
ー
ス

　

三
年

　車
塚

　颯
太

　「我
ら
が
創
る

　自
然
に
生
き
る
」

　
　南
郷
高
校

産
業
技
術
科

　一
年

　佐
藤

　大
仁

◆
分
野
Ⅰ
類
「
農
業
生
産
・
農
業
経
営
」

　
摘
果
り
ん
ご
の
可
能
性

　
　
〜
「
捨
て
る
」
を
　「
活
か
す
」
へ
〜

佐
藤
　
綾
真
　
他
六
名
（
大
河
原
産
業
二
）

　
ロ
ッ
サ
ビ
ア
ン
コ
を
野
菜
班
の
名
産
に
し
よ
う

　
ｖ
ｅ
ｒ
４
〜
販
売
促
進
の
た
め
の
取
り
組
み
〜

岡
本
　
凰
聖
　
他
六
名
（
小
牛
田
農
林
二
）

○
エ
バ
と
ち

氏
家
　
凛
　
他
九
名
（
農
業
二
）

○
愛
と
辛
さ
を
求
め
て

　
　
〜
オ
リ
ジ
ナ
ル
一
味
唐
辛
子

ブ
ラ
ン
ド
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜
　

阿
部
　
七
海
　
他
九
名
（
大
河
原
産
業
一
）

　
陸
稲
で
目
指
す
省
力
化

〜
畑
地
を
利
用
し
た
無
灌
水
栽
培
に
挑
戦
〜

石
田
　
大
輝
　
他
六
名
（
小
牛
田
農
林
一
）

　
マ
イ
コ
ス
菌
を
利
用
し
た
米
づ
く
り

斎
藤
　
俊
輝
　
他
二
名
（
伊
具
）

　
は
る
ひ
理
論

　
　
〜
隔
年
結
果
を
防
ぐ
り
ん
ご
の
新
し
い

施
肥
管
理
〜
　

及
川
　
晴
季
　
他
三
名
（
加
美
農
業
）

◎
Ｒ
ｅ
：
温
故
知
新

　
　
〜
肥
料
削
減
と
深
層
元
肥
〜

水
島
　
優
太
　
他
九
名
（
農
業
一
）

　
高
温
障
害
に
強
い
イ
ネ
の
栽
培
を
目
指
し
て

高
橋
　
も
え
　
他
三
名
（
南
郷
）

◆
分
野
Ⅱ
類
「
国
土
保
全
・
環
境
創
造
」

○
持
続
可
能
な
「
加
美
農
業
業
米
」
生
産
を
目
指

し
て

　
　
〜
水
田
の
環
境
保
全
活
動
の
取
り
組
み
〜

増
子
　
晴
琉
　
他
五
名
（
加
美
農
業
二
）

◎
青
の
革
命

　
　
〜
水
質
改
善
と
普
及
活
動
〜

庄
子
　
怜
未
　
他
六
名
（
農
業
）

　
Ｌ
ｅ
ｔ
ｓ̀
　
Ｓ
Ａ
Ｕ
Ｎ
Ａ

〜
汗
が
つ
な
ぐ
新
建
材
の
輪
〜
　

岡
崎
　
良
太
郎
　
他
六
名
（
大
河
原
産
業
）

　
学
校
を
快
適
空
間
に

〜
臭
い
に
お
い
と
は
お
さ
ら
ば
〜
　

石
塚
　
愛
翔
　
他
六
名
（
小
牛
田
農
林
）

○
り
ん
ご
で
創
る
循
環
型
未
来

星
　
迅
乃
丞
　
他
九
名
（
加
美
農
業
一
）

◆
分
野
Ⅲ
類
「
資
源
活
用
・
地
域
振
興
」

　
心
繋

　
〜
心
と
人
を
繋
ぐ
地
域
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜

鈴
木
　
羚
矢
　
他
六
名
（
大
河
原
産
業
）

◎
咲
か
せ
た
い
の
は
桜
と
未
来

小
野
　
結
衣
　
他
七
名
（
農
業
）

○
し
い
ぶ
た

　
　
〜
廃
棄
し
い
た
け
が
つ
く
る
循
環
型
畜
産
〜

車
塚
　
颯
太
　
他
九
名
（
小
牛
田
農
林
）

　
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
の
作
成

一
條
　
に
い
な
　
他
三
名
（
伊
具
）

○
＃
チ
ー
ム
獣
害

鈴
木
　
啓
太
　
他
八
名
（
加
美
農
業
）

◆
分
野
Ⅰ
類
「
生
産
・
流
通
・
経
営
」

◎
末
広
が
り
仙
台
牛

　
　
〜
私
が
拓
く
畜
産
の
未
来
〜

南
條
　
匠
極
（
農
業
高
校
・
農
業
）

　
農
家
の
息
子
と
し
て

由
利
　
　
佑
（
小
牛
田
農
林
・
農
技
）

○
加
工
で
可
能
性
を
無
限
大
に

山
内
　
春
奈
（
加
美
農
業
・
農
業
）

　「
祖
父
の
た
め
に
出
来
る
こ
と
」

鈴
木
　
伽
歩
（
亘
理
・
食
品
）

○
や
さ
い
を
奏
で
る

氏
家
　
愛
緒
（
大
河
原
産
業
・
食
農
）

◆
分
野
Ⅱ
類
「
開
発
・
保
全
・
創
造
」

◎
真
実
の
環
境

鈴
木
　
傑
心
（
農
業
・
農
業
）

○「
ゆ
い
」
に
学
ぶ
私
の
環
境
保
全
戦
略

鈴
木
　
翔
太
（
小
牛
田
農
林
・
農
技
）

　　
危
険
が
潜
む
歩
道後

藤
　
悠
志
（
伊
具
・
総
合
）

○
祖
父
の
言
葉
の
意
味
を
知
る
た
め
に

　
　
〜
次
世
代
林
業
を
目
指
し
、

未
来
を
創
造
す
る
〜
　

鈴
木
　
羚
矢
（
大
河
原
産
業
・
環
境
）

　
農
業
の
楽
し
さ
を
知
ろ
う

〜
森
林
資
源
を
守
る
た
め
に
〜
　

髙
橋
　
銀
河
（
加
美
農
業
・
機
械
）

◆
分
野
Ⅲ
類
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ー
ビ
ス
」

　「
故
郷
と
私
の
夢
」

佐
々
木
　
愛
華
（
亘
理
・
食
品
）

Ｆ　　　Ｆ　　　Ｍ Ｆ　　　Ｆ　　　Ｍ

県
連
行
事
に
参
加
し
て

県
連
行
事
に
参
加
し
て

県
平
板
測
量
競
技
会
で
最
優
秀
賞

お
よ
び
全
国
表
彰
を
受
賞
し
て

宮城県農業高等学校

横　井　蒼　志

県
農
業
情
報
処
理
競
技
会
で

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
て宮城県小牛田農林高等学校

岩　渕　亮　汰

県
家
畜
審
査
競
技
会
肉
用
牛
の

部
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
て

宮城県伊具高等学校

高　田　光　希

県
家
畜
審
査
乳
用
牛
の
部
で

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
て宮城県登米総合産業高等学校

熊　谷　璃　緒

意
見
発
表
大
会
に
参
加
し
て

宮城県亘理高等学校

佐々木　愛　華
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な
く
、
少
し
不
安
に
な
り
ま
し
た
。

　し
か
し
結
果
は
個
人
最
優
秀
で
し
た
。

一
年
生
な
の
に
家
畜
に
触
れ
る
こ
と
も

初
め
て
な
私
が
最
優
秀
を
と
る
こ
と
が

で
き
、
素
直
に
驚
き
ま
し
た
。

　ま
た
来
年
も
、
個
人
と
団
体
で
最
優

秀
を
狙
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　農
業
科
に
入
学
し
て
か
ら
、
初
め
て

農
業
ク
ラ
ブ
の
競
技
に
参
加
し
た
の
が

家
畜
審
査
で
し
た
。

　肉
用
牛
の
部
で
は
、
校
内
に
肉
用
牛

を
飼
っ
て
い
る
こ
と
と
事
前
の
勉
強
会

も
あ
り
、
肉
用
牛
を
身
近
に
感
じ
て
い

ま
し
た
が
、
乳
用
牛
の
部
は
事
前
に
乳

用
牛
を
見
る
こ
と
も
な
い
ま
ま
の
大
会

参
加
で
と
て
も
不
安
で
し
た
。

　乳
用
牛
の
部
で
は
、
初
め
て
見
る
大

き
な
乳
用
牛
と
、
他
校
の
生
徒
は
も
っ

と
私
よ
り
も
乳
用
牛
に
関
す
る
勉
強
を

し
て
い
る
と
思
う
と
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

と
緊
張
で
体
の
震
え
が
止
ま
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　そ
ん
な
中
、
肉
用
牛
の
部
の
大
会
の

時
に
牛
の
体
型
で
迷
っ
た
経
験
が
あ
っ

た
の
で
、
私
は
一
頭
一
頭
観
察
す
る
の

で
は
な
く
、
直
感
で
良
い
体
型
だ
と
感

じ
た
牛
の
中
で
観
察
し
、
順
位
を
決
め

ま
し
た
。
緊
張
は
ず
っ
と
続
い
て
い
ま

し
た
が
、
そ
の
後
は
集
中
し
緊
張
を
和

ら
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　翌
日
、
家
畜
審
査
の
結
果
を
知
っ
た

時
に
は
本
当
に
驚
き
ま
し
た
が
、
嬉
し

く
も
思
い
ま
し
た
。
直
前
に
自
分
を
信

じ
て
集
中
で
き
た
こ
と
や
、
実
物
を
見

て
勉
強
で
き
て
い
な
い
中
、
画
像
や
動

画
や
文
章
で
の
勉
強
で
も
最
優
秀
賞
を

受
賞
で
き
た
こ
と
が
私
の
中
で
も
こ
れ

か
ら
の
自
信
に
な
り
ま
し
た
。

　そ
し
て
、
今
後
も
農
業
に
関
す
る
こ

と
や
農
業
ク
ラ
ブ
の
大
会
に
積
極
的
に

挑
戦
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　県
意
見
発
表
会
は
私
に
と
っ
て
貴
重

な
経
験
で
、
私
に
と
っ
て
忘
れ
ら
れ
な

い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。
原
稿
を
読

む
前
、
檀
上
に
立
っ
た
瞬
間
手
が
震
え
、

声
が
う
ま
く
出
せ
る
か
不
安
で
胸
が

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
福
島
県
で
生
ま
れ
、

原
発
事
故
に
よ
っ
て
避
難
し
た
過
去
や

「
被
災
者
だ
か
ら
」
と
い
う
理
由
で
傷

つ
い
た
出
来
事
を
人
前
で
話
す
こ
と
は

こ
れ
ま
で
避
け
て
き
た
か
ら
で
す
。

　し
か
し
、
発
表
準
備
を
進
め
る
中
で

自
分
の
思
い
を
言
葉
に
す
る
と
気
持
ち

が
整
理
さ
れ
、
前
を
向
け
る
こ
と
に
気

づ
き
ま
し
た
。
発
表
中
、
会
場
が
静
ま

り
返
り
、
聞
い
て
く
だ
さ
る
方
々
の
視

線
を
感
じ
た
と
き
、「
ち
ゃ
ん
と
伝
わ
っ

て
い
る
」
と
実
感
し
ま
し
た
。

　こ
の
経
験
を
通
し
て
、
自
分
の
声
が

誰
か
の
声
に
届
き
同
じ
悩
み
を
抱
え
る

人
の
支
え
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
と
感

の
か
、
そ
の
考
え
方
な
ど
も
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　こ
の
経
験
や
今
回
得
た
学
び
を
生
か

し
、
今
後
よ
り
意
欲
的
に
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　今
年
の
測
量
愛
好
会
の
活
動
を
振
り

返
る
と
、
私
の
心
に
最
も
強
く
残
っ
て

い
る
の
は
、
農
業
ク
ラ
ブ
主
催
の
平
板

測
量
競
技
会
へ
の
挑
戦
で
す
。
こ
の
大

会
は
、
日
頃
の
活
動
で
身
に
付
け
て
き

た
測
量
技
術
や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
発
揮

す
る
場
で
あ
り
、
仲
間
と
協
力
す
る
こ

と
の
大
切
さ
を
改
め
て
実
感
す
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

　競
技
会
に
向
け
て
、
限
ら
れ
た
時
間

の
中
で
チ
ー
ム
力
と
個
人
の
技
術
を
高

め
る
た
め
、
日
々
の
練
習
に
真
剣
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
練
習
前
に
は
器
具
の

扱
い
方
や
作
業
手
順
を
確
認
し
、
本
番

を
意
識
し
て
課
題
を
洗
い
出
し
ま
し
た
。

思
う
よ
う
に
結
果
が
伸
び
ず
苦
し
い
時

期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
原
因
を
話
し
合

い
、
器
具
点
検
や
作
業
前
の
目
標
設
定

な
ど
の
工
夫
を
重
ね
る
こ
と
で
、
少
し

ず
つ
自
信
を
つ
け
て
い
き
ま
し
た
。

　大
会
当
日
は
大
き
な
緊
張
感
の
中
で

の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
が
、
声
を

掛
け
合
い
な
が
ら
落
ち
着
い
て
作
業
を

進
め
ま
し
た
。そ
の
結
果
、三
年
生
チ
ー

ム
が
優
勝
、
二
年
生
チ
ー
ム
が
準
優
勝

と
い
う
成
果
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
、

八
年
ぶ
り
の
優
勝
を
達
成
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　こ
の
活
動
を
通
し
て
、
私
は
測
量
技

術
だ
け
で
な
く
、
計
画
的
に
行
動
す
る

力
や
仲
間
と
協
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ

を
学
び
ま
し
た
。
測
量
愛
好
会
で
過
ご

し
た
こ
の
一
年
は
、
私
自
身
を
大
き
く

成
長
さ
せ
て
く
れ
た
一
年
で
す
。

　私
が
農
業
情
報
処
理
に
取
り
組
む
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、
先
生
か
ら
の
一
言

か
ら
で
し
た
。「
情
報
処
理
の
大
会
に

出
て
み
な
い
か
？
」
と
誘
わ
れ
た
こ
と

で
す
。
放
課
後
は
部
活
動
の
前
に
、
休

日
・
夏
休
み
に
も
先
生
方
に
協
力
し
て

も
ら
い
練
習
を
し
ま
し
た
。
一
年
生
の

時
の
大
会
は
う
ま
く
結
果
を
出
せ
ず
、

入
賞
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
こ
の
悔
し
さ
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

も
っ
と
良
い
結
果
を
出
し
た
い
と
思
い
、

二
年
生
で
は
前
回
ど
こ
が
ダ
メ
だ
っ
た

の
か
を
先
生
と
話
し
合
い
、
そ
こ
を
繰

り
返
し
練
習
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

東
北
大
会
へ
の
出
場
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
思
う
よ
う
な
結
果

が
出
な
か
っ
た
も
の
の
と
て
も
良
い
経

験
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
三
年
生
で

は
、「
絶
対
に
県
で
最
優
秀
賞
を
取
り

た
い
」
と
強
く
思
い
、
他
県
の
過
去
問

や
東
北
大
会
の
過
去
問
で
た
く
さ
ん
練

習
し
ま
し
た
。
最
後
の
大
会
で
は
ず
っ

と
目
標
に
し
て
い
た
最
優
秀
賞
を
受
賞

す
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
嬉
し
か
っ

た
で
す
。
上
位
大
会
が
開
催
さ
れ
な

か
っ
た
の
が
少
し
悔
し
い
で
す
が
、
三

年
間
農
業
情
報
処
理
を
頑
張
れ
た
の
は
、

指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
の
お
か
げ

で
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
将
来
は
こ
の
経
験
を
社
会
が
よ

り
良
く
な
る
方
へ
活
か
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　私
は
今
年
伊
具
高
校
に
入
学
し
て
、

初
め
て
家
畜
と
い
う
分
野
に
触
れ
ま
し

た
。
農
業
ク
ラ
ブ
の
様
々
な
大
会
が
あ

る
中
で
、
家
畜
審
査
競
技
会(

肉
用
牛

の
部)

に
学
校
代
表
と
し
て
選
ば
れ
ま

し
た
。

　本
校
に
は
家
畜
は
お
ら
ず
、
私
自
身

も
間
近
で
牛
を
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た

た
め
、
と
て
も
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。

　家
畜
専
門
の
先
生
に
放
課
後
、
肉
用

牛
の
見
方
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
少
し

だ
け
不
安
が
和
ら
い
だ
気
が
し
ま
し
た
。

　本
番
で
は
、
先
生
に
教
わ
っ
た
こ
と

の
み
に
集
中
し
て
審
査
を
や
ろ
う
と
思

い
臨
み
ま
し
た
。
審
査
を
終
え
て
未
経

産
牛
よ
り
も
経
産
牛
の
審
査
に
自
信
が受　　賞　　者

全国大会西関東で開催

◆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
会
分
野
Ⅰ
類
「
農
業
生
産
・
農
業
経
営
」

　
最
優
秀
賞
（
農
林
水
産
大
臣
賞
）

　
　
水
稲
深
層
元
肥
〜
装
置
開
発
と
新
施
肥
法
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
水
島
　
優
太
　
他
９
名
（
農
業
高
校
）

◆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
会
分
野
Ⅲ
類
「
資
源
活
用
・
地
域
振
興
」

　
最
優
秀
賞
（
文
部
科
学
大
臣
賞
）

　
　
桜
色
の
未
来
　
山
本
　
柚
花
　
他
９
名
（
農
業
高
校
）

◆
意
見
発
表
会
分
野
Ⅰ
類
「
農
業
生
産
・
農
業
経
営
」

　
最
優
秀
賞
（
農
林
水
産
大
臣
賞
）

　
　
末
広
が
り
仙
台
牛
〜
良
質
稲
藁
で
拓
く
未
来
の
ブ
ラ
ン
ド
牛
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
南
條
　
匠
極
（
農
業
高
校
）

◆
意
見
発
表
会
分
野
Ⅱ
類
「
国
土
保
全
・
環
境
創
造
」

　
最
優
秀
賞
（
文
部
科
学
大
臣
賞
）

　
　
真
実
の
環
境
　
鈴
木
　
傑
心
（
農
業
高
校
）

◆
農
業
鑑
定
競
技
会
「
野
菜
」

　
　
優
秀
賞
　
藤
澤
　
茉
由
（
農
業
高
校
）

◆
農
業
鑑
定
競
技
会
「
畜
産
」

　
　
優
秀
賞
　
車
塚
　
颯
太
（
小
牛
田
農
林
高
校
）

　
こ
の
一
年
間
で
学
ん
だ
こ
と

三
春
　
綾
音
（
大
河
原
産
業
・
食
農
）

　
食
品
製
造
を
活
用
し
た
地
域
貢
献
活
動
を
目
指

し
て

佐
藤
　
叶
真
（
石
巻
北
・
総
合
）

◎
招
き
豚
〜
美
里
町
に
幸
せ
を
運
ぶ
〜

車
塚
　
颯
太
（
小
牛
田
農
林
・
農
技
）

　
レ
ス
ト
ラ
ン
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｋ
Ｉ

　
　
〜
丸
森
か
ら
広
め
る
私
の
夢
〜

八
巻
　
ほ
の
か
（
伊
具
・
総
合
）

　○
食
育
の
大
切
さ

阿
部
　
咲
輝
子
（
加
美
農
業
・
生
活
）

○
食
育
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と

後
藤
　
夕
夏
（
登
米
総
合
・
農
業
）

　　
歴
史
あ
る
農
村
と
そ
の
限
界
集
落
に
つ
い
て

岡
本
　
幸
樹
（
南
郷
・
産
技
）

○
農
　

業
　

Ａ

　
星
　
　
晴
斗
・
平
野
　
蒼
大
・
三
浦
　
健
太

◎
農
　

業
　

Ｂ

横
井
　
蒼
志
・
髙
橋
　
颯
太
・
武
川
　
昊
雅

○
加
美
農
業

宍
戸
　
悠
太
・
鈴
木
　
大
輝
・
髙
橋
　
章
良

　
小
牛
田
Ａ

橋
本
　
瑛
太
・
藤
本
　
操
音
・
由
利
　
　
佑

　
小
牛
田
Ｂ

大
和
田  

渓
太
・
菅
原  

瑛
大
・
三
浦  

悠
平

加
美
農
業
　
　
阿
部 

咲
輝
子
・
木
村 

さ
く
ら

南
　
　
郷
　
○
高
橋
　
も
え
・
鈴
木
　
雄
大

小
　

牛
　

田
　
◎
岩
渕
　
亮
汰
・
渡
邊
　
将
仁

農
　
　
業
　
　
太
田
　
侑
吾
・
斎
藤
　
茉
緒

登
米
総
合
　
○
八
乙
女
　
星

亘
　
　
理
　
　
佐
々
木 

愛
華
・
浅
野
　
慈
恩

　
南
　
　
郷

　
　
京
極
未
々
愛
・
本
間
　
唯
穏
・
柳
田
　
恵
絆

◎
伊
　
　
具

　
○
八
巻
ほ
の
か
・
齋
藤  

優
人
・
◎
高
田  

光
希
 

○
小
　

牛
　

田

　
　
浅
野
　
瑞
葉
・
菊
池
　
陽
向
・
野
村
　
緋
夏
 

　
大
　

河
　

原

　
　
斎
藤
　
怜
音
・
大
槻
　
結
花
・
遠
藤
　
望
実
 

　
農
　
　
業

　
　
村
田  

陽
生
・
○
森
谷  

瑠
月
・
田
中  

徠
維
 

○
加
美
農
業

　
　
渋
谷
　
朋
希
・
佐
藤
　
暖
将
・
早
坂
　
健
将
 

　
登
米
総
合

　
　
小
川
　
椛
穂
・
小
野
寺
　
輝
・
熊
谷
　
璃
緒

◎
登
米
総
合

　
　
小
川  

椛
穂
・
◎
熊
谷  

璃
緒
・
小
野
寺  

輝

　
伊
　
　
具

　
　
高
田  

光
希 

・
八
巻 

ほ
の
か
・
阿
部  

由
奈

○
加
美
農
業

　
　
佐
藤
　
暖
将
・
早
坂
　
健
将
・
渋
谷
　
朋
希

　
小
　

牛
　

田

　
　
氏
家
　
陽
菜
・
大
友
　
心
咲
・
佐
藤
　
心
虹

　
農
　
　
業

　
　
星
　
　
晴
斗
・
中
山
　
彩
葉
・
石
井
　
大
晟

　
南
　
　
郷

　
　
京
極 

未
々
愛
・
本
間  

唯
穏
・
柳
田  

恵
絆

○
大
　

河
　

原

　
　
内
海 
彩
花
・
○
岩
佐 

結
衣
・
○
寺
田 

結
衣

最
優
秀
賞

　
山
本
　
柚
花
（
農
業
高
校
・
園
芸
）

　
タ
イ
ト
ル
「
桜
色
の
未
来
」　

　
小
　

牛
　

田
　
　
三
十
四
　
名
　

　
伊
　
　
具
　
　
　
　
三
　
名

　
農
　
　
業
　
　
　
　
四
　
名

　
　

合
　
計
　

　
　
四
十
一
　
名

八
月
四
日（
月
）
　亘理
高
等
学
校

農
業
情
報
処
理
競
技
会

七
月
三
十一日（
木
）
　みや
ぎ
総
合
家
畜
市
場

家
畜
審
査
競
技
会
（
肉
用
牛
の
部
）

八
月
二
十
八
日（
木
）
　加美
農
業
高
等
学
校

平
板
測
量
競
技
会

九
月
二
十
四
日（
水
）
　みや
ぎ
総
合
家
畜
市
場

家
畜
審
査
競
技
会
（
乳
用
牛
の
部
）

F
F
J
上
級
位
検
定

Ｆ
Ｆ
Ｊ
特
級
位
検
定
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大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン

県
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
会
で

発
表
を
し
て

宮城県大河原産業高等学校

阿　部　七　海

県
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
会
で

発
表
し
て

宮城県南郷高等学校

高　橋　も　え

代
議
員
会
に
参
加
し
て宮城県迫桜高等学校

千　葉　楓　我

代
議
員
会
に
参
加
し
て

宮城県本吉響高等学校

菅　原　和　樹

県
意
見
発
表
会
で
発
表
し
て

宮城県石巻北高等学校

佐　藤　叶　真

⑺　第　63　号 第　63　号　⑵令和８年３月１日 令和８年３月１日

　
二
年
次
か
ら
迫
桜
高
校
ア
グ
リ
ビ
ジ

ネ
ス
系
列
の
副
会
長
と
し
て
代
議
員
会

に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
代
議
員
会
で
は
各
学
校
で
の

取
り
組
み
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
紹
介
、

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
代
表

同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
代
議
員
会

の
会
長
、
副
会
長
な
ど
の
役
職
決
め
、

こ
れ
か
ら
の
農
業
に
つ
い
て
な
ど
各
種

議
題
の
話
し
合
い
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

学
校
ご
と
に
行
っ
て
い
る
行
事
や
特
色

あ
る
授
業
な
ど
自
分
の
学
校
と
は
違
う

部
分
を
知
る
こ
と
が
で
き
自
分
の
学
校

で
の
活
動
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思

う
考
え
が
た
く
さ
ん
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
生
徒
主
体
で
の
活
動
だ
っ
た

た
め
、
お
互
い
緊
張
し
つ
つ
も
話
し
て

い
る
う
ち
に
打
ち
解
け
、
積
極
的
に
話

し
合
い
が
出
来
ま
し
た
。
参
加
し
た
最

後
の
代
議
員
会
で
は
各
校
で
生
産
し
た

ネ
ギ
を
持
参
し
て
特
徴
や
品
種
に
つ
い

て
紹
介
す
る
な
ど
例
年
に
は
な
か
っ
た

新
し
い
取
り
組
み
も
増
え
ま
し
た
。

　
代
議
員
会
に
参
加
し
て
、
各
農
業
高

校
の
活
動
や
目
標
な
ど
を
知
る
こ
と
が

で
き
、
自
分
の
学
校
に
足
り
な
い
と
こ

ろ
や
工
夫
し
て
い
き
た
い
所
を
た
く
さ

ん
学
べ
る
場
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
農
業
に
関
心
を
持
っ
て
い

る
生
徒
が
主
体
的
に
活
動
し
、
農
業
の

発
展
、
振
興
に
努
め
る
活
動
を
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
私
は
、
宮
城
県
本
吉
響
高
等
学
校
の

農
業
ク
ラ
ブ
会
長
を
務
め
た
こ
と
で
、

以
前
の
自
分
よ
り
も
多
く
の
面
で
成
長

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
農
業
に
関

す
る
知
識
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
私
は
、

会
長
に
就
任
し
た
当
初
、「
緊
張
」と「
不

安
」
が
入
り
交
じ
っ
た
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
し
た
。
し
か
し
、
代
議
員
会
に

何
度
も
参
加
す
る
う
ち
に
、
響
高
校
の

代
表
と
し
て
出
席
し
て
い
る
と
い
う
自

覚
が
芽
生
え
、
会
長
と
し
て
の
使
命
感

を
持
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
発
言
の
場
で
は
、
自
分
た
ち

の
学
校
で
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い

る
の
か
を
、
以
前
よ
り
も
明
確
に
伝
え

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

十
二
月
に
行
わ
れ
た
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

で
は
、
名
刺
交
換
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
通
し
て
他
校
の
ク
ラ
ブ
員
と
交
流

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
話
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
お

互
い
の
思
い
を
共
有
し
合
い
、
会
長
と

し
て
の
自
信
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
農
業
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
通
し
て
、
こ

の
よ
う
な
貴
重
な
経
験
を
積
み
、
自
分

自
身
が
大
き
く
成
長
で
き
た
と
実
感
し

て
い
ま
す
。
こ
の
貴
重
な
経
験
を
生
か

し
て
こ
れ
か
ら
も
農
業
分
野
に
関
わ
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

じ
ま
し
た
。
今
回
の
発
表
を
通
し
て
自

分
の
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
大
切
に
し
、

卒
業
後
の
学
び
を
深
め
て
い
き
た
い
で

す
。

　
私
は
、
七
月
十
五
日
に
大
河
原
町
中

央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
た
、
県
意
見
発

表
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
私
は
Ⅲ
類
に

出
場
し
内
容
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習

で
取
り
組
ん
で
い
る
「
食
品
製
造
を
活

用
し
た
地
域
貢
献
活
動
」
に
つ
い
て
発

表
し
ま
し
た
。
県
意
見
発
表
会
は
大
河

原
産
業
高
校
と
石
巻
北
高
校
の
合
同
開

催
で
、
石
巻
北
高
校
は
開
会
式
と
Ⅲ
類

の
運
営
を
担
当
し
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
メ

イ
ト
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
落
ち
着
い
て

発
表
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
結
果

は
入
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
出
場
者
の
発
表
を
聴
い
て
、
他

校
の
取
り
組
み
や
農
業
に
対
す
る
思
い

を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
わ

か
り
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　
意
見
発
表
会
を
通
し
て
、
農
業
に
対

す
る
考
え
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
意
見
発
表
会
の
経
験
を
今

後
社
会
に
出
て
も
活
か
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
指
導
し
て
い
た
だ
い
た

先
生
方
、
応
援
し
て
く
れ
た
皆
さ
ん
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
発
表
会
に
向
け
た
準
備
の
中
で
、
毎

年
の
最
優
秀
発
表
校
の
発
表
を
聞
き
、

準
備
段
階
か
ら
放
た
れ
る
雰
囲
気
の
違

い
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、

こ
こ
ま
で
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と

不
安
と
緊
張
を
感
じ
続
け
て
い
ま
し
た
。

今
思
え
ば
、
正
直
、
気
持
ち
で
負
け
て

し
ま
っ
て
い
た
部
分
も
あ
っ
た
と
感
じ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
練
習
を
重
ね
る

中
で
「
私
た
ち
は
私
た
ち
な
り
に
、
私

た
ち
ら
し
い
発
表
に
し
よ
う
」
と
、
本

番
に
向
け
て
原
稿
を
ス
ム
ー
ズ
に
読
む

こ
と
が
苦
手
な
自
分
と
向
き
合
い
、
口

を
し
っ
か
り
開
け
、ゆ
っ
く
り
、丁
寧
に
、

聴
衆
に
聞
き
や
す
く
、
心
地
よ
い
話
し

方
を
心
が
け
ま
し
た
。

　
部
活
動
な
ど
で
全
員
が
集
ま
る
時
間

を
確
保
す
る
の
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
顧
問
の
先
生
が
配
慮
し

て
時
間
を
作
っ
て
下
さ
り
、
本
番
ま
で

打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
本
番
で
は
、
緊
張
か
ら
制
限
時
間
を

越
え
て
し
ま
い
悔
し
さ
が
残
り
ま
し
た

が
、
仲
間
の
「
大
丈
夫
だ
よ
」
と
い
う

言
葉
に
も
支
え
ら
れ
、
チ
ー
ム
の
絆
と

感
謝
の
気
持
ち
を
強
く
感
じ
た
発
表
会

と
な
り
ま
し
た
。
発
表
後
は
先
生
方
か

ら
『
大
産
商
店
の
一
味
唐
辛
子
』
を
実

際
に
買
い
た
い
と
い
う
言
葉
も
頂
き
、

自
分
た
ち
の
取
り
組
み
が
伝
わ
っ
た
と

感
じ
、
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
県
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
会

に
参
加
し
て
、
一
番
強
く
感
じ
た
こ
と

は
伝
え
る
こ
と
の
「
難
し
さ
」
と
「
楽

し
さ
」
で
す
。

　
私
た
ち
は
こ
れ
ま
で
課
題
研
究
で
の

学
習
活
動
を
通
し
て
、
ケ
イ
酸
を
利
用

し
た
高
温
障
害
に
対
応
す
る
米
作
り
に

関
す
る
研
究
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た

が
、
そ
れ
を
限
ら
れ
た
時
間
内
に
他
校

の
生
徒
や
先
生
方
、
審
査
員
の
方
々
に

理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
は
想
像
以
上
に

大
変
で
し
た
。 

本
番
ま
で
に
何
度
も
リ

ハ
ー
サ
ル
を
重
ね
、
ス
ラ
イ
ド
を
調
整

し
た
結
果
、
当
日
は
大
き
な
ミ
ス
な
く

自
分
た
ち
の
想
い
や
研
究
の
成
果
を
伝

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
他
校
の
独
創
的
な
ア
イ
デ
ア
や
熱
意

に
も
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
が
、同
時
に「
自

分
た
ち
も
負
け
て
い
ら
れ
な
い
」
と
大

き
な
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
貴
重

な
経
験
を
今
後
の
活
動
に
活
か
し
、
米

作
り
に
貢
献
で
き
る
よ
う
頑
張
り
た
い

で
す
。
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大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン

◎
…
最
優
秀
賞

　○
…
優
秀
賞

　☆
…
特
別
奨
励
賞

令
和
七
年
度

　各
種
発
表
会

　

 

お
よ
び
競
技
会
成
績
一
覧

令
和
七
年
度

　各
種
発
表
会

　

 

お
よ
び
競
技
会
成
績
一
覧

令
和
七
年
度

　各
種
発
表
会

　

 

お
よ
び
競
技
会
成
績
一
覧

令
和
七
年
度

　各
種
発
表
会

　

 

お
よ
び
競
技
会
成
績
一
覧

十
二
月
十
一
日（
木
）
　宮
城
県
農
業
高
等
学
校

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
会

七
月
十
五
日（
火
）
　大河
原
町
中
央
公
民
館

意
見
発
表
会

最
優
秀
賞
　

　「宮
城
の
大
地
か
ら
咲
か
せ
よ
う
！

　農
ク
の
笑
顔
の
花
を
」

　
　石
巻
北
高
校

　
　
　総
合
学
科
食
農
系
列三

年

　小
松

　直
寛

優
秀
賞

　「若
人
よ
羽
ば
た
け
明
日
の
農
業
へ
」

　
　小
牛
田
農
林
高
校

　
　
　農
業
技
術
科
農
業
科
学
コ
ー
ス

　

三
年

　車
塚

　颯
太

　「我
ら
が
創
る

　自
然
に
生
き
る
」

　
　南
郷
高
校

産
業
技
術
科

　一
年

　佐
藤

　大
仁

◆
分
野
Ⅰ
類
「
農
業
生
産
・
農
業
経
営
」

　
摘
果
り
ん
ご
の
可
能
性

　
　
〜
「
捨
て
る
」
を
　「
活
か
す
」
へ
〜

佐
藤
　
綾
真
　
他
六
名
（
大
河
原
産
業
二
）

　
ロ
ッ
サ
ビ
ア
ン
コ
を
野
菜
班
の
名
産
に
し
よ
う

　
ｖ
ｅ
ｒ
４
〜
販
売
促
進
の
た
め
の
取
り
組
み
〜

岡
本
　
凰
聖
　
他
六
名
（
小
牛
田
農
林
二
）

○
エ
バ
と
ち

氏
家
　
凛
　
他
九
名
（
農
業
二
）

○
愛
と
辛
さ
を
求
め
て

　
　
〜
オ
リ
ジ
ナ
ル
一
味
唐
辛
子

ブ
ラ
ン
ド
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜
　

阿
部
　
七
海
　
他
九
名
（
大
河
原
産
業
一
）

　
陸
稲
で
目
指
す
省
力
化

〜
畑
地
を
利
用
し
た
無
灌
水
栽
培
に
挑
戦
〜

石
田
　
大
輝
　
他
六
名
（
小
牛
田
農
林
一
）

　
マ
イ
コ
ス
菌
を
利
用
し
た
米
づ
く
り

斎
藤
　
俊
輝
　
他
二
名
（
伊
具
）

　
は
る
ひ
理
論

　
　
〜
隔
年
結
果
を
防
ぐ
り
ん
ご
の
新
し
い

施
肥
管
理
〜
　

及
川
　
晴
季
　
他
三
名
（
加
美
農
業
）

◎
Ｒ
ｅ
：
温
故
知
新

　
　
〜
肥
料
削
減
と
深
層
元
肥
〜

水
島
　
優
太
　
他
九
名
（
農
業
一
）

　
高
温
障
害
に
強
い
イ
ネ
の
栽
培
を
目
指
し
て

高
橋
　
も
え
　
他
三
名
（
南
郷
）

◆
分
野
Ⅱ
類
「
国
土
保
全
・
環
境
創
造
」

○
持
続
可
能
な
「
加
美
農
業
業
米
」
生
産
を
目
指

し
て

　
　
〜
水
田
の
環
境
保
全
活
動
の
取
り
組
み
〜

増
子
　
晴
琉
　
他
五
名
（
加
美
農
業
二
）

◎
青
の
革
命

　
　
〜
水
質
改
善
と
普
及
活
動
〜

庄
子
　
怜
未
　
他
六
名
（
農
業
）

　
Ｌ
ｅ
ｔ
ｓ̀
　
Ｓ
Ａ
Ｕ
Ｎ
Ａ

〜
汗
が
つ
な
ぐ
新
建
材
の
輪
〜
　

岡
崎
　
良
太
郎
　
他
六
名
（
大
河
原
産
業
）

　
学
校
を
快
適
空
間
に

〜
臭
い
に
お
い
と
は
お
さ
ら
ば
〜
　

石
塚
　
愛
翔
　
他
六
名
（
小
牛
田
農
林
）

○
り
ん
ご
で
創
る
循
環
型
未
来

星
　
迅
乃
丞
　
他
九
名
（
加
美
農
業
一
）

◆
分
野
Ⅲ
類
「
資
源
活
用
・
地
域
振
興
」

　
心
繋

　
〜
心
と
人
を
繋
ぐ
地
域
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜

鈴
木
　
羚
矢
　
他
六
名
（
大
河
原
産
業
）

◎
咲
か
せ
た
い
の
は
桜
と
未
来

小
野
　
結
衣
　
他
七
名
（
農
業
）

○
し
い
ぶ
た

　
　
〜
廃
棄
し
い
た
け
が
つ
く
る
循
環
型
畜
産
〜

車
塚
　
颯
太
　
他
九
名
（
小
牛
田
農
林
）

　
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
の
作
成

一
條
　
に
い
な
　
他
三
名
（
伊
具
）

○
＃
チ
ー
ム
獣
害

鈴
木
　
啓
太
　
他
八
名
（
加
美
農
業
）

◆
分
野
Ⅰ
類
「
生
産
・
流
通
・
経
営
」

◎
末
広
が
り
仙
台
牛

　
　
〜
私
が
拓
く
畜
産
の
未
来
〜

南
條
　
匠
極
（
農
業
高
校
・
農
業
）

　
農
家
の
息
子
と
し
て

由
利
　
　
佑
（
小
牛
田
農
林
・
農
技
）

○
加
工
で
可
能
性
を
無
限
大
に

山
内
　
春
奈
（
加
美
農
業
・
農
業
）

　「
祖
父
の
た
め
に
出
来
る
こ
と
」

鈴
木
　
伽
歩
（
亘
理
・
食
品
）

○
や
さ
い
を
奏
で
る

氏
家
　
愛
緒
（
大
河
原
産
業
・
食
農
）

◆
分
野
Ⅱ
類
「
開
発
・
保
全
・
創
造
」

◎
真
実
の
環
境

鈴
木
　
傑
心
（
農
業
・
農
業
）

○「
ゆ
い
」
に
学
ぶ
私
の
環
境
保
全
戦
略

鈴
木
　
翔
太
（
小
牛
田
農
林
・
農
技
）

　　
危
険
が
潜
む
歩
道後

藤
　
悠
志
（
伊
具
・
総
合
）

○
祖
父
の
言
葉
の
意
味
を
知
る
た
め
に

　
　
〜
次
世
代
林
業
を
目
指
し
、

未
来
を
創
造
す
る
〜
　

鈴
木
　
羚
矢
（
大
河
原
産
業
・
環
境
）

　
農
業
の
楽
し
さ
を
知
ろ
う

〜
森
林
資
源
を
守
る
た
め
に
〜
　

髙
橋
　
銀
河
（
加
美
農
業
・
機
械
）

◆
分
野
Ⅲ
類
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ー
ビ
ス
」

　「
故
郷
と
私
の
夢
」

佐
々
木
　
愛
華
（
亘
理
・
食
品
）
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宮城県小牛田農林高等学校内

宮城県学校農業クラブ連盟

「
激
変
す
る
時
代
の
中
で
」

　
　
宮
城
県
連
盟
成
人
代
表

　宮
城
県
小
牛
田
農
林
高
等
学
校

校

　長

　長

　内

　志

　郎

す
。
今
年
度
の
輝
か
し
い
成
果
、
ま
た

そ
れ
以
上
の
成
果
を
得
ら
れ
る
よ
う
に

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
私
自
身
、
宮
城
県
連
盟
の
農
業
ク
ラ

ブ
の
活
性
化
を
如
何
に
図
る
べ
き
か
、

色
々
と
検
討
し
て
き
ま
し
た
。
代
議
員

会
で
は
、
各
校
の
代
表
者
の
皆
さ
ん
と

さ
ま
ざ
ま
協
議
し
、
同
一
の
農
産
物
を

持
ち
寄
り
、
地
域
の
違
い
で
の
生
育
の

違
い
や
各
校
の
栽
培
方
法
の
違
い
を
学

ぶ
た
め
の
機
会
、「
農
産
物
生
育
状
況

報
告
会
」
を
初
め
て
実
施
し
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
、
開
催
の
時
期
に
は
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
が
蔓
延
し
て
お
り
、
持
ち

寄
っ
た
農
産
物
を
試
食
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
各
校
の
栽
培
の

様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
他
校
の
学

習
風
景
に
少
し
で
も
触
れ
る
こ
と
が
で

き
、
宮
城
県
内
の
団
結
間
が
高
ま
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　
結
び
に
、
県
連
会
長
と
い
う
大
役
を

終
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
成
人
代
表

長
内
志
郎
先
生
、
事
務
局
長
浅
野
武
巳

先
生
を
は
じ
め
と
す
る
顧
問
の
先
生
方
、

代
議
員
の
皆
さ
ん
、
ク
ラ
ブ
員
の
皆
さ

ん
の
ご
指
導
、
ご
協
力
の
お
か
げ
で
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
皆
様
へ
の
感
謝
の
意
を
表
す

る
と
と
も
に
宮
城
県
学
校
農
業
ク
ラ
ブ

連
盟
の
更
な
る
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

　

　
今
年
度
、
宮
城
県
学
校
農
業
ク
ラ
ブ

の
各
種
競
技
会
等
に
あ
た
り
、
御
尽
力

い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
団
体
の
皆
様
、

審
査
員
の
皆
様
、
運
営
担
当
校
の
先
生

方
、
ク
ラ
ブ
員
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
選
手
の
皆
さ
ん
が
互
い
の
技

術
を
競
い
、
自
ら
の
考
え
や
研
究
成
果

を
堂
々
と
発
表
す
る
姿
を
拝
見
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
農
業
の
魅
力
や
大
切
さ
を

再
発
見
す
る
と
と
も
に
、
農
業
を
学
ぶ

皆
さ
ん
の
逞
し
さ
、
頼
も
し
さ
を
感
じ

ま
し
た
。
選
手
の
皆
さ
ん
の
こ
れ
ま
で

の
努
力
を
讃
え
る
と
と
も
に
、
未
来
に

向
け
た
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る

こ
と
を
切
に
望
ん
で
い
ま
す
。

　
七
月
の
意
見
発
表
会
、
家
畜
審
査
競

技
会
乳
用
牛
の
部
、
八
月
の
農
業
情
報

処
理
競
技
会
、
九
月
の
家
畜
審
査
競
技

乳
用
牛
の
部
、
十
二
月
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
発
表
会
と
、
滞
り
な
く
競
技
会
を
終

え
ら
れ
た
こ
と
は
喜
ば
し
い
限
り
で
す
。

特
に
平
板
測
量
競
技
に
お
い
て
は
、
六

月
に
実
施
予
定
の
大
会
が
悪
天
候
に
よ

り
延
期
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

宮
城
県
測
量
設
計
業
協
会
の
皆
様
の
お

力
添
え
に
よ
り
、
八
月
に
日
を
改
め
て

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
重
ね

重
ね
、
運
営
に
御
尽
力
い
た
だ
い
た
担

当
校
、
審
査
員
、
関
係
者
、
参
加
さ
れ

た
選
手
の
皆
様
に
改
め
て
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
さ
て
、
十
月
二
十
二
・
二
十
三
日
に

西
関
東
大
会
と
し
て
行
わ
れ
た
第
七
十

六
回
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
全
国
大
会

で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
会
Ⅰ
類
で

宮
城
県
農
業
高
等
学
校
の
「
水
稲
深
層

元
肥
〜
装
置
開
発
と
新
施
肥
法
〜
」
が

分
野
で
は
四
年
連
続
の
最
優
秀
賞
、Ⅲ

類
で
「
桜
色
の
未
来
」
が
最
優
秀
賞
を

獲
得
し
ま
し
た
。
意
見
発
表
会
に
お
い

て
は
、
宮
城
県
農
業
高
等
学
校
が
、Ⅰ

類
で
「
末
広
が
り
仙
台
牛
〜
良
質
稲
藁

で
拓
く
未
来
の
ブ
ラ
ン
ド
牛
〜
」、Ⅱ
類

で
「
真
実
の
環
境
」
の
題
で
最
優
秀
賞

を
獲
得
、
今
年
度
も
全
国
的
に
注
目
さ

れ
る
輝
か
し
い
結
果
を
残
し
ま
し
た
。

ま
た
農
業
鑑
定
競
技
会
野
菜
の
部
で
は

宮
城
県
農
業
高
等
学
校
、
畜
産
の
部
で

は
小
牛
田
農
林
高
等
学
校
が
優
秀
賞
を

そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
ま
し
た
。

　
受
賞
さ
れ
た
ク
ラ
ブ
員
の
皆
様
、
指

導
を
い
た
だ
い
た
先
生
方
、
支
え
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
関
係
者
の
皆
様
に
あ
ら

た
め
て
感
謝
し
た
し
ま
す
。

　
今
年
度
も
昨
年
同
様
猛
暑
と
な
り
、

農
業
の
難
し
さ
、
そ
し
て
尊
さ
を
感
じ

る
一
年
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
米
の

流
通
に
お
い
て
は
備
蓄
米
の
放
出
、
価

格
高
騰
な
ど
目
ま
ぐ
る
し
い
動
き
が
あ

り
、「
古
古
古
米
」
が
ニ
ュ
ー
ス
で
話

題
に
な
る
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
食
糧
生

産
へ
の
不
安
を
感
じ
る
よ
う
な
課
題
が

浮
き
彫
り
に
な
っ
た
よ
う
な
感
じ
が
し

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
目
ま
ぐ
る
し
く

時
代
が
変
化
す
る
中
で
も
、
私
た
ち
の

命
の
支
え
、
多
面
的
な
機
能
を
持
つ
農

業
の
大
切
さ
は
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ク
ラ
ブ
員
の
皆
さ
ん
が
日
頃
取

り
組
ん
で
い
る
専
門
教
科
の
授
業
や
実

習
、
単
純
な
作
業
に
も
一
つ
ひ
と
つ
意

味
が
あ
る
こ
と
を
再
認
識
す
る
と
と
も

に
、
課
題
研
究
の
取
り
組
み
の
中
で
感

じ
た
「
疑
問
」
や
「
気
づ
き
」
と
い
っ

た
小
さ
な
課
題
を
出
発
点
に
、
経
験
を

通
し
て
学
ん
で
い
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学

習
の
原
点
を
常
に
意
識
し
な
が
ら
、
各

種
競
技
会
で
結
果
を
残
す
こ
と
だ
け
で

は
な
く
、
自
分
自
身
の
知
識
、
技
術
の

向
上
、
そ
し
て
人
間
と
し
て
の
成
長
へ

と
つ
な
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
こ
れ
か
ら
も
県
内
各
単
位
ク
ラ
ブ
で

連
携
を
と
り
、
お
互
い
切
磋
琢
磨
し
な

が
ら
活
動
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の

方
々
や
指
導
し
て
下
さ
る
先
生
方
、
そ

し
て
何
よ
り
お
互
い
協
力
し
合
う
こ
と

の
で
き
る
ク
ラ
ブ
員
の
仲
間
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
一
致
団
結
し
て

農
業
ク
ラ
ブ
の
魅
力
向
上
と
、
さ
ら
な

る
発
展
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ク
ラ
ブ
員
の
皆
様
の
こ
れ
か
ら
の
活
躍

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

令和７年度 宮城県学校農業クラブ連盟会計収支中間報告書 令和７年度 宮城県学校農業クラブ連盟　会務・事業報告

事務局　宮城県小牛田農林高等学校 

自　令和 7 年 4 月 1 日　　収入総額　3,319,629円

至　令和 8 年 1 月 6 日　　支出総額　1,763,873円

　　　　　　　　　　　　差引残高　1,555,756円

（1）関連事業　県連盟

（2）関連事業　東北連盟

科　　　目

繰 越 金

会  費

F F J バ ッ チ 代

農業教育研究会より

雑 収 入

合 　 　 　 計

備品・消耗品費

通 信 費

雑 　 費

県大会補助費

東北大会補助費

東北夏期研修会補助費

機関誌発行費

研 修 会 費

表 彰 費

報 償 費

全国連会員割

全国連学校割

機関誌購読料

全国大会生徒負担金

東北連会員割

東北連県連割

東北大会負担金

1,327,345

1,977,840

21,560

10,000

621

3,337,366

本年度予算額

1,327,345

1,970,240

0

20,800

1,244

3,319,629

収入済額

0

△ 7,600

△ 21,560

10,800

623

△ 17,737

(2/16実施)

農業クラブ部会へ

利子

差　額

115,000

45,000

45,000

25,000

15,000

85,000

445,000

70,000

0

0

150,000

60,000

140,000

25,000

1,649,040

609,520

37,000

678,720

0

80,200

3,000

240,600

0

21,560

1,006,766

3,337,366

20,273

5,763

8,570

5,940

1,095

36,130

64,735

31,595

0

0

0

0

14,340

18,800

1,641,640

609,140

37,000

678,300

0

79,300

3,000

234,900

0

0

0

1,763,873

94,727

39,237

36,430

19,060

13,905

48,870

380,265

38,405

0

0

150,000

60,000

125,660

6,200

7,400

380

0

420

0

900

0

5,700

0

21,560

1,006,766

1,573,493

ラベルシール等

郵送料、宅配料

振込手数料等

顧問会議

東北代議員会旅費、秋季代議員会旅費

意見発表会、プロジェクト発表会

今年度は山形県開催の為予算を設けない

今年度は山形県開催の為予算を設けない

（３月に支出予定）

各種賞状、単ク会長役員表彰

外部審査員

@380*1604名

@3000*8校@4000*2校@5000*1校

@420*1604名+学校保管用 計420*17

@1000*1628名

@50*1604名

1県3,000円

@60×1628名

（２月に支出予定）

摘　　　要

（1）収入の部

令和７年度宮城県学校農業クラブ連盟役員

第１回代議員会

第２回代議員会

意見発表会

家畜審査競技会(肉用牛)

農業情報処理競技会

平板測量競技会

家畜審査競技会(乳用牛)

第３回代議員会

事前審査会

プロジェクト発表会

リーダー研修会

指導者研究協議会

第４回代議員会

ＦＦＪ検定上級位審査会

機関誌発行

事務引き継ぎ

小牛田農林（小牛田農林）

小牛田農林（小牛田農林）

大河原産業、石巻北

(大河原町中央公民館)

登米総合産業、南郷

(みやぎ総合家畜市場)

亘理、伊具(亘理)

加美農業(加美農業)

南郷、登米総合産業

(みやぎ総合家畜市場)

小牛田農林（小牛田農林）

農業高校

(農業高校)

小牛田農林、迫桜、本吉響

（小牛田農林）

小牛田農林（小牛田農林）

小牛田農林（小牛田農林）

小牛田農林（小牛田農林）

小牛田農林（小牛田農林）

小牛田農林（小牛田農林）

令和６年度会務・事業報告、決算報告、監査報告

令和７年度会務・事業計画(案)、会計予算(案)、

県大会、東北連夏期研修会

東北連代議員会・全国連春季代議員会報告、

県連各種大会等

Ⅰ類　農業生産・農業経営　最優秀：農業

Ⅱ類　国土保全・環境創造　最優秀：農業

Ⅲ類　資源活用・地域振興　最優秀：小牛田農林

(東北連盟大会出場枠各分野１代表)

肉用牛の部　(令和８年度東北大会選考会・開催未定)

和牛担い手研修会同時開催　団体最優秀：伊具

　　　　　　　　　　　　　個人最優秀：伊具

最優秀：小牛田農林

(全国連盟・東北連盟での競技会開催無し)

最優秀：農業高校

(全国連盟・東北連盟での競技会開催無し)

乳用牛の部　(令和８年度東北大会選考会・開催未定)

団体最優秀：登米総合産業

個人最優秀：登米総合産業

東北連代議員会・全国連秋季代議員会報告、

春季代議員会提出議題、クラブ員代表者会議テーマ

Ⅰ類　農業生産・農業経営　最優秀：農業

Ⅱ類　国土保全・環境創造　最優秀：農業

Ⅲ類　資源活用・地域振興　最優秀：農業

　(次年度東北連盟大会出場枠各分野1代表)

各校の取り組み紹介

事例研究、研究協議

令和７度会務・事業中間報告、

会計決算中間報告、会計監査 等

審査

ＦＦＭ ６３号

備品、書類、印鑑

月日 名　　　　称 運営校（会場） 内　　　　　　　　　容

（単位：円）

（単位：円）

事 務 費

会 議 費

旅 　 費

事 業 費

負 担 金

指導者養成講座補助

F F J バ ッ チ 代

予 備 費

合 　 　 　 計

内  

訳

内
　
　
　
　
訳

内
　
　
　
　
　
訳

科　　　目 本年度予算額 支出済額 差　額 摘　　　要

R7.　　　

4.15(火)

5.29(木)

7.15(火)

7.31(木)

8.4(月)

8.28(木)

9.24(水)

11.11(火)

12.11(木)

R８.

1.20(火)

2.16(月)

2.27(金)

3.31(火)

役職　　氏名　　　　所属

幹 事　渡邊　重皓（小牛田農林高校）

　〃　　石田　大輝（　　　〃　　　）

　〃　　菅原　　蓮（　　　〃　　　）

　〃　　髙橋　千夏（　　　〃　　　）

　〃　　髙橋　　桜（　　　〃　　　）

　〃　　佐々木 遥杜（　　　〃　　　）

　〃　　車塚　颯太（　　　〃　　　）

　〃　　氏家　陽菜（　　　〃　　　）

　〃　　大友　心咲（　　　〃　　　）

　〃　　米谷　柚葵（　　　〃　　　）

R7.5.21(水)

7.23(水)～25(金)

8.21(木)、22(金)

11.6(木)

第１回代議員会

夏期研修会

第７６回東北連盟大会

第２回代議員会

第３回代議員会

山形県立置賜農業高校

山形県大鳥自然の家

山形テルサ

山形県立置賜農業高校

（3）関連事業　全国連盟
月　　　　日 会　務　・　事　業　名 場　　　　　　　　　所

月　　　　日 会　務　・　事　業　名 場　　　　　　　　　所

R7.5.15(木)、16(金)

10.22(水)、23(木)

春季代議員会

全国大会西関東大会・秋季代議員会

オリンピックセンター

山梨県、東京都、神奈川県

（2）支出の部

県会員割@200*１６０４名、県学校割@1000*11校

全国会員割@380*１６０４名、機関誌@420*１６０４名

全国学校割@3000*８校@4000*1校@5000*1校

東北会員割@５0*１６０４名

東北大会負担金@１５０*１６０４名

⑴　第　63　号 令和８年３月１日 第　63　号　⑻令和８年３月１日

　
初
め
に
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
も
と

宮
城
県
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
連
盟
機
関
誌

「
Ｆ
Ｆ
Ｍ
」
を
発
刊
で
き
ま
し
た
こ
と

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、「
宮

城
の
大
地
か
ら
咲
か
せ
よ
う
！
農
ク
の

笑
顔
の
花
を
！
」
を
は
じ
め
と
す
る
三

つ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
令
和
七
年
度

の
活
動
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
県
連
会
長
と
し
て
の
一
年
間
を
振
り

返
っ
て
み
る
と
、
出
会
い
や
学
び
が
多

く
楽
し
い
充
実
し
た
一
年
で
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
私
自
身
は
、
会
長
と
し
て

各
種
競
技
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

多
く
の
学
び
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
日
連
や
東
北
連
の
代
議

員
会
、
大
会
に
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
他
県
の
ク
ラ
ブ
員
と
も
交
流
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
七
月
に
山
形
県
大
鳥
自
然
の
家
で
行

わ
れ
た
東
北
夏
期
研
修
会
で
は
カ
ヌ
ー

体
験
な
ど
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
で
東
北

の
仲
間
と
和
気
藹
々
と
楽
し
む
中
で
、

親
し
く
な
り
、
各
分
科
会
に
分
か
れ
て

の
話
し
合
い
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。Ｓ
Ｎ
Ｓ
以
外
で
各

校
の
取
り
組
み
を
地
域
・
中
学
生
な
ど

に
発
信
す
る
手
法
を
話
し
合
い
、
他
県

の
学
校
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

知
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
刺
激
に
な

り
ま
し
た
。
猛
暑
で
熱
中
症
者
が
多
く

出
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
今
と
な
っ
て

は
思
い
出
深
い
出
来
事
に
な
り
ま
し
た
。

　
八
月
に
は
山
形
テ
ル
サ
を
会
場
に
第

七
十
六
回
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
東
北

連
盟
大
会
山
形
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
度
は
発
表
会
の
み
が
行
わ
れ
、

競
技
会
は
残
念
な
が
ら
開
催
さ
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
で
す
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

発
表
会
の
三
分
野
に
は
宮
城
県
農
業
高

校
が
、
意
見
発
表
会
Ⅰ
類
・Ⅱ
類
に
は

宮
城
県
農
業
高
校
が
、Ⅲ
類
に
は
小
牛

田
農
林
高
校
よ
り
出
場
し
ま
し
た
。
代

表
の
発
表
は
い
ず
れ
も
独
自
の
取
り
組

み
を
行
っ
て
お
り
、
新
た
な
視
点
を
見

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
大
会
で
は

宮
城
県
農
業
高
校
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発

表
Ⅰ
類
と
Ⅲ
類
、
意
見
発
表
会
で
Ⅰ
類

と
Ⅱ
類
で
全
国
大
会
の
代
表
を
も
ぎ
取

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
十
月
に
開
催
さ
れ
た
第
七
十

六
回
全
国
大
会
西
関
東
大
会
に
お
い
て

は
宮
城
県
農
業
高
校
さ
ん
の
発
表
部
門

で
の
四
つ
の
最
優
秀
賞
を
受
賞
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
誠
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
改
め
て
、
宮
城
の
農
ク

魂
の
強
さ
を
県
連
会
長
と
し
て
実
感
し

ま
し
た
。
こ
の
農
ク
魂
を
も
と
に
、
ク

ラ
ブ
員
の
皆
さ
ん
に
は
楽
し
み
な
が
ら

頑
張
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

来
年
度
の
南
四
国
大
会
は
徳
島
県
が
主

担
当
で
高
知
県
と
共
同
で
開
催
さ
れ
ま

「
快
挙
に
敬
意
を
」

県
連
農
ク
会
長

　鈴

　木

　翔

　太

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クラブ員数　 1,603
合　　　計　　　　　クラブ数　11
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学　級　数　　　59

№

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

校長名

会長名

佐藤　　真

吉田　蒼生

水木　佳男

森　　　颯

浅野　伸一

小椋　奏海

川上　剛弘

増子　晴琉

都築　美幸

龍田　侑樹

長内　志郎

鈴木　翔太

小野寺 基好

鶴島　　翼

阿部　吉伸

佐藤　唯香

大竹　博行

安藤　　輝

阿部　一彦

菅原　和樹

伊藤　直美

斉藤　　羚

高　校　名

伊 具 高 等 学 校

亘 理 高 等 学 校

農 業 高 等 学 校

加美農業高等学校

南 郷 高 等 学 校

小牛田農林高等学校

石 巻 北 高 等 学 校

登米総合産業高等学校

迫 桜 高 等 学 校

本 吉 響 高 等 学 校

大河原産業高等学校

男 女 計

学
級
数

令和７年度　宮城県学校農業クラブ連盟名簿

8

72

364

105

14

157

29

57

27

8

101

9

44

338

39

3

74

2

21

13

2

116

17

116

702

144

17

231

31

78

40

10

217

3

5

18

9

3

6

2

3

2

2

6

佐々木 大明

伊藤　尚起

浅田　大

奥山　光

齋藤 美珠穂

浅野　武巳

佐藤 成悦

松野 絵里嘉

菅原　靖史

真壁　啓之

佐藤　彰子

顧問教師名
クラブ員数

生徒役員

成人役員

役職　　　　　氏名　　　　所属

代　　　表　　長内　志郎 （小牛田農林高校）

副　代　表　　浅野　伸一 （農業高校）

　　〃　　　　伊藤　直美 （大河原産業高校）

監 査 委 員　　奥山　　光 （加美農業高校）

　　〃　　　　斎藤 美珠穂 （南郷高校）

事　務　局　　浅野　武巳 （小牛田農林高校）

顧問（会計）　　遠藤　　穣 （小牛田農林高校）

顧問（庶務）　　加藤　　亘 （小牛田農林高校）

役職　　氏名　　　　所属

会　長　鈴木　翔太（小牛田農林高校）

副会長　小椋　奏海（農業高校）

副会長　斉藤　　羚（大河原産業高校）

監　事　増子　晴琉（加美農業高校）

監　事　龍田　侑樹（南郷高校）

幹　事　佐藤　唯香（登米総合産業高校）

　〃　　森　　　颯（亘理高校）

　〃　　安藤　　輝（迫桜高校）

　〃　　鶴島　　翼（石巻北高校）


